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常陸太田市告示第１４号 

 

 平成２２年第１回常陸太田市議会定例会を次のとおり招集する。 

 

   平成２２年２月２６日 

 

常陸太田市長  大 久 保 太 一 

 

 1. 期  日   平成２２年３月５日 

 

 2. 場  所   常陸太田市議会議場 
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平成２２年３月５日（金） 

            ──────────────────― 

議 事 日 程（第１号） 

平成２２年３月５日午前１０時開議 

日程第 １ 会期の決定 

日程第 ２ 施政方針説明 

日程第 ３ 報告第 １ 号 専決処分の承認を求めることについて（常陸太田市企業職員の給与

の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例） 

日程第 ４ 議案第 １ 号 常陸太田市男女共同参画推進条例の制定について 

      議案第 ２ 号 常陸太田市保育の実施に関する条例の一部改正について 

      議案第 ３ 号 常陸太田市医療福祉費支給に関する条例の一部改正について 

      議案第 ４ 号 常陸太田市企業等立地促進条例の一部改正について 

      議案第 ５ 号 常陸太田市農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一 

             部改正について 

      議案第 ６ 号 常陸太田市道路占用料条例の一部改正について 

      議案第 ７ 号 常陸太田市奨学資金貸与条例の一部改正について 

      議案第 ８ 号 水郡線常陸太田駅改良工事平成２１年度委託契約の変更契約の締結 

             について 

      議案第 ９ 号 水郡線常陸太田駅改良工事平成２２年度委託契約の締結について 

      議案第１０号 常陸太田市道路線の廃止について 

      議案第１１号 常陸太田市道路線の変更について 

      議案第１２号 常陸太田市道路線の認定について 

日程第 ５ 議案第１３号 平成２１年度常陸太田市一般会計補正予算（第６号）について 

      議案第１４号 平成２１年度常陸太田市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

             について 

      議案第１５号 平成２１年度常陸太田市老人保健特別会計補正予算（第２号）につ 

             いて 

      議案第１６号 平成２１年度常陸太田市介護保険特別会計補正予算（第３号）につ 

             いて 

      議案第１７号 平成２１年度常陸太田市下水道事業特別会計補正予算（第３号）に 

             ついて 

      議案第１８号 平成２１年度常陸太田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３ 

             号）について 

      議案第１９号 平成２１年度常陸太田市戸別合併処理浄化槽設置整備事業特別会計 
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             補正予算（第３号）について 

      議案第２０号 平成２１年度常陸太田市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

             について 

      議案第２１号 平成２１年度常陸太田市宅地分譲事業特別会計補正予算（第１号） 
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日程第 ６ 議案第２２号 平成２２年度常陸太田市一般会計予算について 

      議案第２３号 平成２２年度常陸太田市国民健康保険特別会計予算について 

      議案第２４号 平成２２年度常陸太田市老人保健特別会計予算について 

      議案第２５号 平成２２年度常陸太田市後期高齢者医療特別会計予算について 

      議案第２６号 平成２２年度常陸太田市介護保険特別会計予算について 

      議案第２７号 平成２２年度常陸太田市下水道事業特別会計について 

      議案第２８号 平成２２年度常陸太田市農業集落排水事業特別会計予算について 

      議案第２９号 平成２２年度常陸太田市戸別合併処理浄化槽設置整備事業特別会計 

             予算について 

      議案第３０号 平成２２年度常陸太田市簡易水道事業特別会計予算について 

      議案第３１号 平成２２年度常陸太田市宅地分譲事業特別会計予算について 

      議案第３２号 平成２２年度常陸太田市水道事業会計予算について 

      議案第３３号 平成２２年度常陸太田市工業用水道事業会計予算について 

            ──────────────────― 

本日の会議に付した事件 

 日程第 １ 会期の決定 

 日程第 ２ 施政方針説明 

 日程第 ３ 報告第１号（報告案件説明） 

 日程第 ４ 議案第１号ないし議案第１２号（一括上程・提案理由説明） 

 日程第 ５ 議案第１３号ないし議案第２１号（一括上程・提案理由説明） 

 日程第 ６ 議案第２２号ないし議案第３３号（一括上程・提案理由説明） 

            ──────────────────― 

出席議員 

    議 長   黒 沢 義 久 君     副議長   茅 根   猛 君 

     １番   木 村 郁 郎 君      ２番   深 谷   渉 君 

     ３番   鈴 木 二 郎 君      ４番   荒 井 康 夫 君 

     ５番   益 子 慎 哉 君      ６番   深 谷 秀 峰 君 

     ７番   平 山 晶 邦 君      ８番   成 井 小太郎 君 

     ９番   福 地 正 文 君     １０番   高 星 勝 幸 君 

    １２番   菊 池 伸 也 君     １３番   関   英 喜 君 

    １４番   片 野 宗 隆 君     １５番   平 山   伝 君 
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    １６番   山 口 恒 男 君     １７番   川 又 照 雄 君 

    １８番   後 藤   守 君     ２０番   小 林 英 機 君 

    ２１番   沢 畠   亮 君     ２２番   立 原 正 一 君 

    ２３番   梶 山 昭 一 君     ２５番   生田目 久 夫 君 

    ２６番   宇 野 隆 子 君 

            ──────────────────― 

欠席議員 

    ２４番   高 木   将 君 

            ──────────────────― 

説明のため出席した者 

    市    長  大久保 太 一 君    副 市 長  梅 原   勤 君 

    教 育 長  中 原 一 博 君    総 務 部 長  川 又 善 行 君 

    政策企画部長  江 幡   治 君    市民生活部長  五十嵐   修 君 

    保健福祉部長  綿 引   優 君    産 業 部 長  赤 須 一 夫 君 

    建 設 部 長  富 田 広 美 君    会 計 管 理者  大 森 茂 樹 君 

    水 道 部 長  高 橋 正 美 君    消 防 長  菊 池 勝 美 君 

    教 育 次 長  根 本 洋 治 君    福祉事務所長  深 澤 菊 一 君 

    秘 書 課 長  山 崎 修 一 君    総 務 課 長  川 上 明 文 君 

    監 査 委 員  中 村   弘 君 

            ──────────────────― 

事務局職員出席者 

    事 務 局 長  時野谷   彰      副参事兼総務係長  吉 成 賢 一 

    次長兼議事係長  菊 池   武 

            ──────────────────― 

午前１０時開会 

○議長（黒沢義久君） ご報告いたします。 

 ただいま出席議員は２５名であります。 

 便宜，欠席議員の氏名を申し上げますから，ご了承願います。２４番高木将君，以上１名であ

ります。 

 よって，定足数に達しております。 

 これより平成２２年第１回常陸太田市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

            ──────────────────― 

 会議録署名議員の指名 

○議長（黒沢義久君） 会議録署名議員の指名をいたします。 

 会議録署名議員には，会議規則第８１条の規定により 



 １０

    ７番   平 山 晶 邦 君    ２２番   立 原 正 一 君 

の両名を指名いたします。 

            ──────────────────― 

 諸般の報告 

○議長（黒沢義久君） 諸般の報告を行います。 

 初めに，議長会の経過についてご報告いたします。 

 去る１月２１日，つくば市において茨城県市議会議長会が開催されました。会議内容について

は，お手元に配付いたしました報告書によりご承知願います。 

 次に，茨城県市議会議長会議員第２回研修会の議員派遣を１２月議会で議決いたしておりまし

たが，報告については，２月１９日の全員協議会において報告がありましたとおりでございます。 

 次に，地方自治法第１２２条の規定により，平成２１年常陸太田市事務に関する説明書がお手

元に配付されておりますとおり提出されておりますので，ご報告いたします。 

 次に，教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価に関する報告書がお手元に配付さ

れておりますとおり提出されておりますので，ご報告いたします。 

 次に，監査委員から，平成２１年１２月，２２年１月及び２月例月現金出納検査の結果につい

て，報告書が別紙写しのとおり提出されておりますので，ご報告いたします。 

 次に，地方自治法第１２１条の規定により，提出案件説明のため，次の者を議場に出席するよ

う要求いたしましたので，ご報告いたします。 

 市    長  大久保 太 一 君    副 市 長  梅 原   勤 君 

 教 育 長  中 原 一 博 君    総 務 部 長  川 又 善 行 君 

 政策企画部長  江 幡   治 君    市民生活部長  五十嵐   修 君 

 保健福祉部長  綿 引   優 君    産 業 部 長  赤 須 一 夫 君 

 建 設 部 長  富 田 広 美 君    会 計 管 理者  大 森 茂 樹 君 

 水 道 部 長  高 橋 正 美 君    消 防 長  菊 池 勝 美 君 

 教 育 次 長  根 本 洋 治 君    福祉事務所長  深 澤 菊 一 君 

 秘 書 課 長  山 崎 修 一 君    総 務 課 長  川 上 明 文 君 

 監 査 委 員  中 村   弘 君 

以上，１７名でございます。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

            ──────────────────― 

○議長（黒沢義久君） 本日の議事日程は，お手元に配付いたしました議事日程表のとおりとい

たします。 

            ──────────────────― 

 日程第１ 会期の決定 

○議長（黒沢義久君） 日程第１，会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。今期定例会の会期は，お手元に配付いたしました会期予定表のとおり，本
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日から３月１９日まで１５日間といたしたいと思いますが，これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒沢義久君） ご異議なしと認めます。 

 よって，会期は本日から３月１９日まで，１５日間と決定いたしました。 

            ──────────────────― 

 日程第２ 施政方針説明 

○議長（黒沢義久君） 次，日程第２，平成２２年度施政方針について，市長より説明を求めま

す。市長。 

〔市長 大久保太一君登壇〕 

○市長（大久保太一君） 本日，平成２２年第１回市議会定例会を招集しましたところ，議員の

皆様におかれましてはご健勝にてご出席を賜りまして，まことにありがとうございます。日ごろ，

市政運営の推進につきましては，深いご理解とご支援をいただいておりまして，心から感謝と御

礼を申し上げる次第でございます。 

 今期定例会は，平成２２年度の予算を初め，重要案件につきましてご審議をいただきます。議

案の説明に先立ち，市政運営に当たる基本方針と平成２２年度の施策の概要を申し上げ，議員の

皆様のご賛同を賜り，あわせて市民の皆様に一層のご理解とご協力をいただきたいと存じます。 

 さて，我が国の経済につきましては，本年は景気の緩やかな回復が見込まれておりますものの，

一方で雇用情勢の悪化やデフレ圧力などの高まりによる需要低迷などが懸念され，依然厳しい状

況でございます。 

 このような中，国の平成２２年度予算におきましては，「コンクリートから人へ」の方針のもと，

人の命を大切にし，国民の生活を守る政治を行うとして，子育て，雇用，環境，科学技術に特に

重点を置く予算となっております。政府においては，デフレの克服と景気回復に向けての取り組

みを期待するところでございます。 

 本市におきましては，１市１町２村が合併をいたしまして５年が過ぎ，昨年１１月には，「未来

へつなごう 元気なまち 元気なふるさと」を合言葉に，合併５周年記念式典を開催いたしまし

た。地域が支え合い，だれもが健やかに安心して暮らし，地域資源の魅力を高めながら，誇りと

愛着を持って，人や地域が元気な常陸太田市を目指すことといたしました。 

 一方，本市の現状を見ますと，合併時に６万５４８人であった常住人口が，５万 7,０００人を

切っている状況にあります。将来に向けて市が発展していくためには，人口減少に歯止めをかけ

ていく必要があり，少子化対策と人口減少対策が最も大きな課題であると考えております。すぐ

に解決できる課題ではありませんが，将来を見据えた施策を展開していくことが行政の使命であ

り，これまで以上に家庭，学校，地域，事業者など，地域社会全体で子どもや子育てを取り巻く

さまざまな分野において，少子化，人口減少対策を総合的，計画的に推進することが求められて

おります。 

 また，地域が元気を出すためには，交流人口を増やしていくことも大変重要であると考えてお

ります。少しずつではありますが，多くの方々の支援により，都市住民との交流事業が芽生えて
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きております。また，雇用の場の確保のためには，産業の活性化を図る必要があり，これまで以

上に企業の誘致を積極的に進めてまいります。 

 さらに，昨年，環境基本条例を制定いたしました。二酸化炭素の削減と恵み豊かな環境を保全

し，「一人ひとりがつくりだす共生・循環・協働のまち」を目指し，市民，事業者，行政が一体と

なって地球温暖化防止対策を積極的に推進してまいります。 

 平成２２年度予算編成においては，厳しい財政状況を十分認識し，経営感覚を強く持ち，行政

改革大綱による「行財政の合理化・効率化」や費用対効果を十分に精査し，本市において特に重

要課題となっております少子化対策や人口減少対策及び活力ある常陸太田市を創出するための施

策を積極的に取り組んでまいります。 

 次に，平成２２年度の重点戦略について申し上げます。 

 少子化・人口減少対策につきましては，新たに結婚相談室の開設，新婚家庭家賃助成，ブック

スタート，保育園，幼稚園の第３子以降児の保育料無料化，公立保育園，児童クラブの保育時間

延長，「子育て広場」の開設及びホームページの子育て支援専用ページの構築などを実施し，子育

てしやすい環境整備を図ります。また，教育環境の充実を図るため，学校が特色ある事業に取り

組む「未来を拓く児童生徒育成チャレンジ事業」や学校図書館司書の配置，学校施設の耐震診断

や峰山中学校校舎建設事業などを推進してまいります。 

 人と地域の元気づくりにつきましては，地域の豊かな資源を生かしながら，都市住民との交流

など，交流人口の拡大につなげるため，複合型交流拠点施設の整備や体験型交流事業の充実，特

産品のブランド化や地産地消を推進してまいります。 

 雇用対策については，県補助金を活用した「雇用対策事業」7,０００万円により雇用創出を図

ってまいります。また，地球温暖化防止対策として，太陽光発電設備等設置補助事業の新設，庁

舎太陽光発電設備整備及び市民環境会議を実施してまいります。引き続き，常陸太田市第５次総

合計画に基づき，諸施策を着実に推進するとともに，市民の皆さんと行政が一緒にまちを考え，

行動し，つくっていく市民協働のまちづくりに取り組んでまいります。 

 次に，平成２２年度の当初予算の概要について申し上げます。 

 平成２２年度の国の一般会計につきましては９２兆 2,９９２億円で，前年度に比べ３兆 7,５１

２億円，4.２％の増となっております。公共事業関係費は１8.３％の削減とする一方，高校授業

料の無償化や農業の戸別所得補償の実施，子ども手当創設や少子・高齢化の進展で社会保障費は

9.８％増の大幅な伸びとなっております。景気低迷で税収は大きく落ち込む中，新規国債発行額

は，過去最大の４４兆 3,０３０億円に達しました。平成２２年度末の借入金などを含む長期債務

残高は６６３兆円で，地方を合わせますと８６２兆円となり，将来の財政負担が懸念されるとこ

ろでございます。地方自治体の財政運営の指針となる地方財政計画では８２兆 1,２６８億円で，

0.５％の減となりましたが，地方の自主財源の充実強化を図るため，地方交付税が１兆 1,０００

億円増額され，臨時財政対策債を含めた実質的な地方交付税総額は，３兆 6,３１６億円増の２４

兆 6,００４億円となっております。 

 本市の平成２２年度一般会計予算につきましては，２３４億 5,１００万円で，平成２１年度の
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当初予算と比較いたしますと５億 5,５００万円，2.４％の増額となりました。合併後初めての増

額予算となります。子ども手当の創設により，５億 2,４００万円が増額となっておりますが，国

の地域活性化交付金を活用して，５億 5,２００万円の補正予算を編成し，平成２２年度に繰り越

す予定でございますので，実質額面以上の伸びと考えております。 

 歳入につきましては，景気低迷の影響により，市税が２億 1,８００万円の減額となり，地方譲

与税や県税の交付金など，税関連収入のほとんどが減額となりました。しかし，地方交付税が全

国ベースで１兆 1,０００億円の増額となることから，本市においても３億 3,０００万円を増額い

たしました。さらに，定員適正化計画による人件費の削減，補償金免除繰り上げ償還による公債

費の削減，事務機器の再リース対応，業務委託の見直しなどによりまして財源を捻出し，総合計

画の推進に向けた予算編成を行いました。なお，市債につきましては，前年度を下回る２３億 3,

７００万円に抑制するとともに，基金取り崩し額も前年度並みの５億 9,０００万円に抑えるなど，

後年度負担についても十分配慮し，将来の健全な財政運営を念頭に置いて予算を編成いたしまし

た。 

 市の財政状況を見ますと，平成２２年度末一般会計の市債残高は，合併時より約５７億円減の

２５７億円が見込まれております。また，地方交付税の増額や起債の抑制，人件費や事務経費の

削減などの効率的な財政運営を進めてきたことなどにより，平成２０年度の経常収支比率は 3.１

ポイント減の９1.７％，実質公債費比率は 0.５ポイント減の１3.７％，将来負担比率は１3.１ポ

イント減の７8.６％と改善することができました。引き続き，行財政の合理化，効率化を念頭に

置き，限られた財源を有効に活用し，市政運営を推進してまいります。 

 特別会計につきましては，９会計で，総額１４０億 5,２３２万 2,０００円，1.５％の増，企業

会計は２会計で，総額２２億 2,１３１万 1,０００円，1.６％の増となっております。各会計の予

算を合計いたしますと３９７億 2,４６３万 3,０００円で，２％の増となっております。以下，行

政の各分野につきまして，施策の基本的な考え方と概要を申し上げます。 

 初めに，「行政力改革」について申し上げます。 

 地域協働の推進と市民参画につきましては，地域の課題を解決し，地域の活力を生み出す「市

民提案型まちづくり事業」を実施し，引き続き，市民の自立的活動を支援するとともに，昨年発

足した「市民協働のまちづくりを考える会」において，市民協働の基本指針や地域コミュティの

あり方等について検討してまいります。また，出前講座の積極的な開催や「広報ひたちおおた」

などにより市政の情報を提供するとともに，市政懇談会やパブリックコメント，地域担当職員の

活用により市民の意見を聞くなど，協働によるまちづくりを進めてまいります。 

 行政組織機構構築につきましては，引き続き職員数の抑制を図り定員管理の適正化に努めると

ともに，多様な行政ニーズに対応するため，本年４月より，組織及び事務決裁規程の見直しを行

い，よりよい行政サービスの提供を図ってまいります。また，「市職員提案制度」を活用いたしま

して，政策形成能力を高めるとともに，業務の改善や効果的，効率的な行政運営を図ってまいり

ます。 

 自主性，自立性の高い財政運営の確保につきましては，市税について，引き続き公正，公平な
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課税に努めるとともに，使用料等についても受益者負担の原則，公平性の観点から収納に努める

など，市税等収納対策本部を中心として関係部課が連携し，積極的に財源の確保に努めてまいり

ます。また，県及び県内市町村の共同利用による電子システムを導入し，電子入札の試行を行い

ます。 

 総合計画の適切な進行管理と評価による行政経営につきましては，基本構想の実現に向け，基

本的な計画と施策を総合的，体系的に示すため，後期基本計画の策定に取り組んでまいります。 

 産学官連携によるまちづくりの推進につきましては，茨城キリスト教大学及び常磐大学との連

携協力協定に基づき，「健康づくり公開講座」の開催など，大学の持つ専門的な知識や技術，人材

などを活用したまちづくりを進めてまいります。 

 次に，「輝く人づくり」について申し上げます。 

 少子化，人口減少対策として，「結婚推進事業」を充実させるため，新たに「結婚相談室」を設

置するとともに，経済的負担の軽減を図るため，引き続き「不妊治療費助成」，「妊婦健康診査助

成」を実施してまいります。また，安心して母親が子ども産み，育てられるよう妊婦訪問，新生

児訪問や育児相談など，助産師及び保健師による支援をさらに充実してまいります。 

 子育て支援につきましては，ゼロ歳児健診時の「ブックスタート事業」の実施や，子育て世帯

の負担軽減を図るため，保育園及び幼稚園の第３子以降の保育料無料化及び愛保育園などの保育

時間の延長を図ってまいります。また，放課後児童クラブの土曜日の開設や平日の預かり時間延

長，ファミリーサポートセンター利用料の見直しなど，仕事と子育てが両立しやすい環境の確保

に努めてまいります。また，公民館等を利用した地域交流の場としての子育て広場の開設やホー

ムページにおける子育て支援専用ページの構築，子育て家庭応援情報誌「やまぶきキッズ！」に

よる支援情報発信の充実など，少子化対策を総合的に取り組んでまいります。「乳児おむつ購入費

助成」や中学校３年生までの医療費助成についても引き続き実施してまいります。さらに，定住

を促進し，人口減少を抑制するため，市内の民間賃貸住宅に入居する新婚世帯への家賃助成を行

うとともに，子育て世帯等の住宅取得への助成制度を創設してまいります。 

 魅力ある学校づくりにつきましては，子どもたち一人ひとりの個性を生かしたきめ細かな教育

を推進するため，各学校が特色ある事業に取り組む「未来を拓く児童生徒育成チャレンジ事業」

や学校図書館司書，理科支援員を配置するきめ細かな教育サポート事業を実施してまいります。 

 教育施設の整備につきましては，峰山中学校校舎建設を平成２１年度から継続事業として実施

するとともに，学校施設の耐震化を促進するため，太田小学校や水府中学校など小中学校１０校

の耐震診断や瑞竜中学校校舎の耐震化工事に向け，実施設計を行ってまいります。また，今後と

も児童生徒数や園児数の減少が見込まれますことから，学校や幼稚園の統廃合を進め，学校の適

正規模確保し，よりよい教育環境の充実を図ってまいります。 

 次に，「楽しい人生の生きがいづくり」でございます。 

 多様な学習機会の支援につきましては，生涯学習センターや図書館を中心として，地区の特色

ある講座やイベントを開催し，市民の学習機会の充実強化を図ってまいります。また，新たに「子

ども科学クラブ」講座を開設し，子どもたちが科学に接する機会をつくるとともに，図書館にお
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いて開館時間を延長し，利用者の利便性を図ってまいります。 

 地域文化活動の支援につきましては，市文化団体連合会と連携した美術展や芸能祭を充実させ

るとともに，市民交流センターを芸術文化の拠点として，各種文化事業や自主企画事業，ロビー

コンサート等を開催いたします。 

 スポーツ・レクリエーション活動への支援につきましては，「健康スポーツチャレンジデー」を

実施して，市民が日常的に運動し健康に暮らせるまちづくりを推進するとともに，山吹運動公園

体育館の耐震診断や大方運動広場の整備を行います。 

 次に，「安らぎのある快適環境づくり」について申し上げます。 

 市民の地域活動への支援につきましては，引き続き，町会活動支援交付金を交付し，地域コミ

ュニティの核である町会の地域活性化活動を支援してまいります。また，市民と行政による協働

のまちづくりを推進するため，自治会や市民団体，ボランティア，ＮＰＯ等との情報の交換，共

有化を図るとともに，町会のコミュニティ支援や地域づくりを応援する職員の地域担当制による

地域活動支援や地域の拠点となる地域集会所の修繕に対する補助拡充を図ってまいります。さら

に，市民が安心して地域活動に参加できるよう，「市民活動保険制度」を新設し，市民の自立的活

動への支援をしてまいります。 

 保健予防につきましては，特定健康診査にあわせまして，肺がん，胃がん，乳がんなどのがん

検診が一度に受診できる「さわやかセット検診」を充実させるとともに，受診希望の多い乳がん，

子宮がん検診について拡充してまいります。 

 介護予防につきましては，「いきいきヘルス体操」のさらなる普及のため，シルバーリハビリ体

操指導士の養成に努めてまいります。 

 障害福祉につきましては，障害者自立支援法に基づく福祉サービス利用者の自己負担金につき

まして，引き続き，市単独の助成措置を実施してまいります。 

 国民健康保険につきましては，特定健康診査，特定保健指導や人間ドック，脳ドック健診費助

成の拡充などによりまして，保健事業の充実を図るとともに，後発医薬品の普及促進などにより

まして医療費の適正化に努めます。また，保険税の収納率向上対策を推進し，財政基盤の強化と

安定した事業運営に努めてまいります。 

 高齢者福祉，介護保険につきましても，だれもが住みなれた地域で安心して暮らせる支え合い

のまちづくりを進めるため，北部地区へ地域包括支援センターのサブセンターを設置してまいり

ます。また，認知症高齢者やひとり暮らし高齢者の増加等を踏まえ，地域での生活が継続できる

よう地域密着型サービスの計画的な整備を進めてまいります。 

 長寿医療制度につきましては，国においては廃止後の新たな制度の検討が進められており，動

向を見きわめつつ，広域連合と連携を図りながら適切に対処してまいります。また，健康診査や

人間ドック，脳ドック健診費助成などの保健事業を推進し，高齢者の皆様が安心して利用いただ

けるよう円滑な事業運営に努めてまいります。 

 男女共同参画の促進につきましては，基本計画の策定を進めてまいります。また，少子化対策

の観点からも，男性の家事，育児参加を促進するための講座を開設いたします。 
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 次に，道路の整備につきましては，豊かで安全，安心な暮らしを守るため，幹線道路である国

道２９３号バイパス，国道４６１号水府里美拡幅及び木崎稲木線トンネル整備等を国や県など関

係機関の協力をいただき促進しますとともに，市民生活に身近な生活道路につきましても整備を

進めてまいります。また，常陸太田南部幹線道路延長 7.５キロメートルの整備につきましても，

全区間の早期完成を目指して推進してまいります。 

 常陸太田駅周辺地区の整備につきましては，平成２２年度末の完成に向けて，駅前広場や駐輪

場の整備を行うとともに，ＪＲに委託を行い駅舎や乗降場の整備を進めます。県におきましても

国道交差点改良工事に着手いたしてまいります。 

 地域公共交通につきましては，引き続き市民バスと予約型乗り合いタクシーを運行し，必要な

路線バスの維持に努めるとともに，ＪＲ水郡線など公共交通の利用促進を図ってまいります。ま

た，公共交通を必要とする市民の利便性の向上を図るため，総合的な公共交通の検討を行ってま

いります。 

 上水道事業につきましては，安全で安心な水を安定して供給するため，落合取水場の築造に着

手するとともに，老朽配水管の布設がえ整備を行ってまいります。また，水道事業統合に向け，

引き続き連絡管の整備を行うとともに，料金統一の検討と新しい料金システムの構築を進めてま

いります。 

 簡易水道事業につきましては，安定した供給体制を築くため，老朽配水管の布設がえ整備を図

ってまいります。 

 下水道整備事業につきましては，市民の快適な生活環境づくりと河川等の水質保全を図るため，

公共下水道については，上河合町，大森町の整備，佐竹南台団地及び真弓ヶ丘団地との接続を行

うとともに，雨水幹線の整備を行い，特定環境保全公共下水道につきましては，大里町，薬谷町，

松平町などの整備を行います。 

 農業集落排水事業については，佐都４地区の処理場，管路の整備を行い，平成２３年４月の供

用開始を目指します。また，戸別合併処理浄化槽など，地域に適した効率的な下水道整備を推進

し，普及率の向上に努めてまいります。 

 ごみ処理対策につきましては，清掃センターへの粗大ごみ搬入に関し，日曜日の受け入れと時

間延長を行うとともに，現行の収集日程表を見直し，資源ごみの拠点回収ができる体制づくりを

進めます。また，生ごみ減量化運動の推進と，出前講座によるごみ分別の徹底を行い，資源物の

リサイクル化とごみ排出量の削減により，ごみ処理経費の縮減に努めてまいります。さらに，「不

法投棄ごみ一掃業務」を実施し，自然環境の保全による快適な居住環境づくりを行います。 

 循環型社会の構築については，地球温暖化防止対策として，太陽光発電設備等設置補助事業の

新設や庁舎太陽光発電設備の整備を行うとともに，環境基本計画で示す「一人ひとりが作り出す

共生・循環・協働のまち」実現のため，市民環境会議等による環境施策の積極的な活動を展開し

てまいります。 

 情報基盤の整備につきましては，情報の地域間格差の是正を図るため，来年７月に地上デジタ

ルテレビ放送に完全移行することに伴い，国やＮＨＫの補助制度等を活用するとともに，１世帯
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当たりの負担が高額となる自主共聴施設組合については，市独自の補助を行ってまいります。 

 安心・安全なまちづくりにつきましては，地域の安全確保と犯罪防止のため，自主防犯組織の

育成支援や青色防犯パトロールのさらなる推進を行ってまいります。また，夜間における犯罪や

事故等の発生を抑止するため，防犯灯の整備を図ってまいります。なお，防犯灯につきましては，

省エネ対策としてＬＥＤ灯を設置し，二酸化炭素の削減など環境対策にも取り組んでまいります。 

 防災につきましては，市民への災害情報や行政情報を迅速に周知するため，防災行政無線の有

効活用を図りますとともに，町会を単位とする自主防災組織の結成促進や常陸太田地区の土砂災

害ハザードマップの作成などにより地域防災体制の整備を図ってまいります。また，消防防災体

制の充実強化のため，防火水槽の設置や消防救急無線のデジタル化の推進など，消防施設の整備

を図ってまいります。 

 救急医療体制の整備につきましては，救命率の向上を図りますため，茨城県ドクターヘリの導

入に伴い，関係医療機関との連携強化を図りながら，救急救命体制の充実に努めてまいります。 

 安全な消費生活につきましては，被害を未然に防ぐため，「賢い消費者づくり」を進めてまいり

ます。また，青少年の消費トラブルを防ぐため，中学，高等学校における出前講座の開催や高齢

者に対する講座の開催，ホームヘルパー等への消費者情報の提供等を行いまして，地域ぐるみで

悪質商法や詐欺の被害防止に取り組んでまいります。 

 次に，「まちの元気づくり」について申し上げます。 

 農業の活性化につきましては，営農指導の強化と新たに農業を営みたい方への就農支援を行う

とともに，集落においては受託組織，サポートクラブ等の組織化を推進し，多彩な担い手の育成，

確保に努めてまいります。町屋地区の圃場整備事業を実施し，効率的で生産性の高い生産基盤づ

くりを推進してまいります。また，「耕作放棄地再生利用交付金」を活用しまして，耕作放棄地の

発生防止，解消を図るとともに，「中山間地域等直接支払制度」や「農地・水・環境保全向上対策

事業」を拡大し，農村環境の保全に努めてまいります。 

 地産地消の推進につきましては，「常陸太田市地産地消推進協議会」を中心に，朝市への支援及

び地産地消推進店の拡充に努めてまいります。また，学校給食において，地場産野菜等食材の集

荷体制を確立するとともに，常陸太田市産のコシヒカリを使用した米粉パンを導入し，安全，安

心な地元食材の利用拡大を進めてまいります。 

 林業につきましては，地域生産材の幅広い活用を図るため，木材乾燥施設整備に向け支援を行

うとともに，森林湖沼環境税を活用した間伐等の森林整備を実施し，森林の持つ公益的機能の確

保に努めてまいります。 

 畜産業につきましては，里美ふるさと振興公社，茨城大学農学部と連携し，平成２２年度より

３カ年間計画で，「産学官イノベーション創成事業」を実施し，遺伝子技術に関する研究，飼育に

関する研究，肉のうまみ成分分析などを実施し，肥育牛の品質向上を図ってまいります。さらに，

地場産物の生産や販路拡大及び交流人口の増加を図るため，情報受発信等の拠点となる複合型交

流拠点施設の整備を進めてまいります。 

 広域的な農林道である県北東部地区広域営農団地農道，ふるさと農道及び奥久慈グリーンライ
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ンの整備につきましては，早期完成に向け，国，県に要望活動を引き続き行ってまいります。特

に，県北東部地区広域営農団地農道整備事業につきましては，町屋町から日立市入四間町までの

区間の年度内開通を強く要望してまいります。 

 企業誘致につきましては，働く場の確保と財源の確保のため，積極的な情報収集と企業への情

報提供を行い，優良企業の誘致を進めますとともに，立地企業のフォローアップに努めてまいり

ます。 

 商工業につきましては，小規模経営事業所の経営基盤の安定と向上を図るために，国や県の制

度資金の活用支援と自治金融等の融資あっせんを継続してまいります。また，商業の活性化を図

りますため，民間活力を生かしたにぎわいのある商店街づくり，空き店舗を活用した自主事業な

どに対して，引き続き支援をしてまいります。また，厳しい雇用環境に対応するため，県補助金

を活用した雇用対策事業に取り組み，新たに５９名の雇用創出を図ってまいります。 

 地域資源のブランド化につきましては，ＪＡ茨城みずほや地域農業関係団体との連携により，

常陸太田産コシヒカリ，ブドウ，常陸秋そばなどの品質の向上や販路拡大に取り組むとともに，

産学官連携による特産物の開発やブランド化を推進してまいります。 

 情報発信につきましては，市の魅力を正確にきめ細かく伝えるため，ホームページ等あらゆる

ツールを活用して情報発信を行ってまいります。また，映画やテレビ番組ロケ適地情報を提供す

るなど「いばらきフィルムコミッション」と連携して，撮影の誘致にも取り組み，積極的な誘客，

宣伝活動を推進してまいります。さらに，駅前に観光物産会館――仮称でございますが，整備を

いたしまして，常陸太田市の観光と物産に関する情報発信の拠点としてまいります。 

 都市との交流の推進につきましては，地域資源を生かして市民農園，各種農業体験，ワーキン

グホリデーなどを実施し，常陸太田ツーリズムを推進してまいります。また，豊かな自然や地域

特産物を活用し，魅力ある地域づくりと，「着地型」「体験型」観光を推進し，交流人口の増加を

図ってまいります。 

 旧金砂小学校につきましては，地域の活性化と交流人口の増加を図るため，都市農村交流の拠

点としての施設改修整備を進めてまいります。 

 エコミュージアム活動の推進につきましては，特色ある自然や歴史，文化など多様な地域資源

を生かし，地域が主体となって活動する元気なまちづくりを支援してまいります。また，市内各

所をめぐり自然に触れ，歴史を学び，ふるさとの料理を味わうことのできる周遊ルートを設定し，

来訪者に豊かな地域資源の提供を目指してまいります。 

 文化財につきましては，指定文化財集中公開の内容をさらに充実させるなど，文化財を活用し

た地域づくりも図ってまいります。 

 さらに，金砂郷，水府里美地区において，「地域づくりサポーター」を設置し，地域の元気づく

りやにぎわいづくりを進めてまいります。 

 なお，平成２１年度一般会計補正予算において，道路整備や施設の改修など地域活性化交付金

事業を予算計上し，平成２２年度に繰り越しとなります。当初予算とあわせまして，地域経済の

活性化に有効に活用してまいりたいと考えております。 
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 市政運営にあたりましては，常陸太田市の誇る地域環境，潜在力である豊かな自然，息づく歴

史，あふれ出るまごころを生かしまして，「輝く人づくり」，「安らぎのある快適環境づくり」，「ま

ちの元気づくり」を柱として，市民の皆様のご理解，ご協力を賜り，市民の皆様とのきずなを大

切にしながら，住んでよかったと実感できる町を目指して推進してまいります。 

 以上，平成２２年度の施政方針を申し上げました。ご賢察の上，ご理解とご賛同をいただき，

その執行に対しまして，力強いご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 今回の提出案件は，専決処分の承認報告１件，条例の制定１件，条例の一部改正６件，工事の

委託変更契約及び委託契約が各１件，市道路線の廃止，変更及び認定が各１件，平成２１年度各

会計補正予算９件，平成２２年度各会計当初予算１２件，合わせまして３４件でございます。 

 なお，今会期中に，人事案件１件を追加提案する予定でありますので，あらかじめご了承いた

だきたいと存じます。 

 各議案の提案理由などにつきましては，議題となりましたときに，副市長及び担当部長よりそ

れぞれご説明いたします。慎重にご審議の上，原案のとおり承認，可決，同意を賜りますようお

願い申し上げ，招集のごあいさつといたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（黒沢義久君） 説明は終わりました。 

            ──────────────────― 

 日程第３ 報告第１号 

○議長（黒沢義久君） 次，日程第３，報告第１号専決処分の承認を求めることについて，常陸

太田市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

 報告案件の説明を求めます。副市長。 

〔副市長 梅原勤君登壇〕 

○副市長（梅原勤君） ご説明を申し上げます。 

 議案書１ページをお開き願います。報告第１号専決処分の承認を求めることについて，地方自

治法第１７９条第１項の規定により，別紙のとおり専決処分をしたので，同条第３項の規定によ

りこれを報告し，承認を求める。平成２２年３月５日報告，市長名。 

 ２ページをお開きいただきます。専決処分書の写しでございます。専決処分書，人事院勧告に

基づく国に準じた措置を講ずることに伴い，当市企業職員の１２月からの手当に係る改定につい

て，下記の条例を施行する必要があるため，議会を招集する時間的余裕がないと認めるので，地

方自治法第１７９条第１項の規定により，下記の条例を次のとおり専決処分する。記，常陸太田

市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例。平成２１年１２月２１日，

市長名。 

 改定の内容につきましては，４ページをごらんいただきたいと思います。住居手当でございま

す。これまで第６条の２第２号で規定する所有自宅に対しまして，新築購入後５年間支給してお

りました住居手当を廃止したものでございます。 

 附則でございますけれども，この条例は公布の日から施行し，平成２１年１２月１日から適用

しております。 
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 以上でございます。 

○議長（黒沢義久君） 説明は終わりました。 

            ──────────────────― 

 日程第４ 議案第１号ないし議案第１２号 

○議長（黒沢義久君） 次，日程第４，議案第１号常陸太田市男女共同参画推進条例の制定につ

いて，議案第２号常陸太田市保育の実施に関する条例の一部改正について，議案第３号常陸太田

市医療福祉費支給に関する条例の一部改正について，議案第４号常陸太田市企業等立地促進条例

の一部改正について，議案第５号常陸太田市農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例

の一部改正について，議案第６号常陸太田市道路占用料条例の一部改正について，議案第７号常

陸太田市奨学資金貸与条例の一部改正について，議案第８号水郡線常陸太田駅改良工事平成２１

年度委託契約の変更契約の締結について，議案第９号水郡線常陸太田駅改良工事平成２２年度委

託契約の締結について，議案第１０号常陸太田市道路線の廃止について，議案第１１号常陸太田

市道路線の変更について，議案第１２号常陸太田市道路線の認定について，以上１２件を一括議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。副市長。 

〔副市長 梅原勤君登壇〕 

○副市長（梅原勤君） 議案書５ページをお開きいただきます。議案第１号常陸太田市男女共同

参画推進条例の制定についてでございます。常陸太田市男女共同参画推進条例を次のように制定

するものとする。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 提案理由でございますが，男女共同参画の推進に関する基本理念等を定めることにより，男女

共同参画社会の実現を推進するため，本条例を制定するものでございます。内容につきましては，

条文ごとに主なものをご説明いたします。 

 ６ページをお開きいただきます。提案理由にございますように，この条例は，基本理念等を定

める条例でございますので，前文において条例を制定する経緯や社会的背景，必要性等，さらに

男女共同参画を推進することへの決意を明らかにしております。第１条から第８条までが総則と

なっております。第１条は条例の目的，第２条は用語の定義でございます。 

 ７ページをお開きいただきまして，第３条は，基本理念でございますが，国の男女共同参画社

会基本法に準じて定めたものでございます。 

 ８ページの第４条から第６条は，市，市民及び事業者の責務を定めております。第７条及び第

８条は，男女共同参画を阻害する要因となる性別による権利侵害の禁止及び公衆に表示する情報

への配慮について定めております。 

 ９ページの第２章第９条でございます。男女共同参画を推進するための基本となる計画の策定

及び公表等について定めております。第１０条から第１９条は，男女共同参画推進の基本となる

計画に登載すべき施策として，市民及び事業者の理解を深めるための措置や支援，家庭生活にお

ける活動とそれ以外の活動との両立支援，苦情や相談への対応，施策の実施状況の公表等につい

て定めたものでございます。 



 ２１

 １０ページの第３章男女共同参画審議会でございますが，２０条から２４条は，審議会の設置

とその調査審議事項，審議会の委員等について定めております。 

 １１ページでございますが，第４章第２５条は，委任規定でございます。 

 附則でこの条例は平成２２年４月１日から施行するとしてございます。なお，附則の第２項で

ございますが，男女共同参画審議会の委員の報酬について，会長日額 5,２００円，委員日額 4,

６００円と定めるため，常陸太田市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例

の一部改正を行うものでございます。 

 続きまして，１３ページをお開きいただきます。議案第２号常陸太田市保育の実施に関する条

例の一部改正についてでございます。常陸太田市保育の実施に関する条例の一部を改正する条例

を次のように制定するものとする。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 提案理由ですが，児童福祉法等の一部を改正する法律が平成２０年１２月３日に公布され，そ

の一部が平成２２年４月１日から施行されることに伴い，本条例の一部改正を行うものでござい

ます。 

 具体的には１５ページでご説明をさせていただきます。保育には，保育所で行う保育と有資格

者が事業として居宅等で行う家庭的保育がございます。このたび児童福祉法の改正におきまして，

家庭的保育を事業として位置づけられたことにより，「保育の実施」の字句を「保育所における保

育」とすることが必要となりましたことから，本条例の題名及び第１条，第２条，第３条の「保

育の実施」の文言を「保育所における保育」にそれぞれ改めるものでございます。 

 附則でこの条例は平成２２年４月１日より施行するものでございます。 

 続きまして，１６ページをお開きいただきます。議案第３号常陸太田市医療福祉費の支給に関

する条例の一部改正について，常陸太田市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例を

次のように制定するものとする。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 提案理由でございますが，身体障害者福祉法施行令等の一部を改正する政令が平成２１年１２

月２４日に公布，平成２２年４月１日から施行されること等に伴い，本条例の一部を改正するも

のであります。今回の改正につきましては，重度心身障害者等の対象に，「肝臓の機能障害」が新

たに加わること及び県の制度による乳幼児への医療費助成が小学校３年生まで拡大されることな

どによるものでございます。 

 １８ページをお開きいただきます。新旧対照表でご説明をさせていただきます。 

 第２条第２号につきましては，助成対象を「６歳までの未就学の乳幼児」から「９歳（小学校

３年生までの小児）」に拡大を行うものでございます。また，第３号及び第４号については，ひと

り親となるものについて，「後期高齢者医療保険被保険者を除く」という規定を削除するものでご

ざいます。 

 ２０ページをお開きいただきます。第５号のイにつきましては，障害程度等級３級に該当する

内臓の機能障害に，新たに「肝臓」を加えるものでございます。第６号につきましては，県の制

度による助成制度が「乳幼児」から「小児」に拡大されることに伴い，市が行う特例児童の対象

年齢の繰り下げを行うものでございます。 



 ２２

 続きまして，２１ページをお開きいただきます。議案第４号常陸太田市企業立地促進条例の一

部改正について，常陸太田市企業立地促進条例の一部を改正する条例を次のように制定するもの

とする。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 提案理由ですが，雇用奨励措置の拡充を図り，企業立地を促進することにより，市民の雇用環

境を確保するため，本条例の一部改正を行うものでございます。具体的には，雇用奨励金の交付

対象者の雇用期間を延長するものでございます。 

 ２３ページの新旧対照表でご説明をさせていただきます。 

 第２条第８号新規採用者の定義について，操業開始日の前後６月以内を，「操業開始前６月」か

ら「操業開始後３年以内」と改めるものでございます。また，このように改めることに伴い，「引

き続き１年以上継続して雇用する」という文言を第４条第３号に奨励金の交付要件として整理を

させていただくものでございます。 

 続きまして，次の議案第５号，２４ページの説明をさせていただきます。常陸太田市農業集落

排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について，常陸太田市農業集落排水処理施

設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を次のように制定するものとする。平成２

２年３月５日提出，市長名。 

 提案理由でございます。農業集落排水事業地内において，集合処理の非効率的な箇所に設置さ

れる市の合併処理浄化槽を農業集落排水処理施設に位置づけるため，本条例の一部改正を行うも

のでございます。 

 ２６ページの新旧対照表でご説明させていただきます。 

 第２条第２項に，「ただし，施設として市が設置する合併処理浄化槽の処理区域については，別

表第２のとおりとする」を追加し，以下別表を繰り下げるものでございますが，２３条には，移

設費用のみでなく撤去についても費用負担をいただくための条文でございます。 

 ２７ページをごらんいただきます。別表第２でございます。合併処理浄化槽の処理区域として，

佐都４地区，花房・新地地区，松栄・青木地区，中野・小島地区及び天下野地区の一部を該当と

するものであります。 

 続きまして，２８ページをお開きいただきます。議案第６号常陸太田市道の占有料条例の一部

改正について，常陸太田市道の占有料条例の一部を改正する条例を制定するものです。平成２２

年３月５日提出，市長名。 

 提案理由でございます。道路法施行令の一部を改正する政令により，国道にかかわる占有料の

額が改正されたことに伴い，本市道にかかわる占有料の額等について見直しを行うため，本条例

の一部改正を行うものでございます。改正の背景でございますが，全国的な地価水準の下落や市

町村合併の進展等によりまして，国の占有料が見直されたことによるものでございます。 

 改定の内容でございますが，３３ページから３６ページの新旧対照表をごらんいただきます。

条例の別表第４条関係について，占有料の額を下線部のようにそれぞれ改正するものでございま

す。 

 附則といたしまして，この条例は平成２２年４月１日より施行するものでございます。 



 ２３

 続きまして，３７ページをお開きいただきます。議案第７号常陸太田市奨学資金貸与条例の一

部改正についてでございます。常陸太田市奨学資金貸与条例の一部を改正する条例を次のように

制定するものとする。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 提案理由でございます。奨学資金の貸与対象者の拡大等奨学資金制度の見直しを図るため，本

条例の一部改正を行うものでございます。 

 ３９ページの新旧対照表でご説明をさせていただきます。 

 第２条の貸与対象者につきましては，現行では「高等専門学校を含む高等学校又は短期大学を

含む大学に在学する者」としておりますが，これに範囲を広げまして，「専修学校に在学する者」

を含めるものでございます。また，貸与の要点を集約する条文の整理をいたしました。 

 次に，第４条の貸与人員につきましては，高等学校が現行の「２０人以内」を出願の実態等を

勘案しまして「１０人以内」，また，大学が「１０人以内」であったものを「２０人以内」に改め

るものでございます。第１２条第１項の奨学資金の返還につきましては，現行の「卒業の月の６

月」からを「卒業した年の翌年の４月から」に改めまして，返還の負担軽減を図るものでござい

ます。 

 この条例は，平成２２年４月１日から施行するとしてございます。 

 続きまして，４１ページをお開きいただきます。議案第８号水郡線常陸太田駅改良工事平成２

１年度委託契約の変更契約の締結についてでございます。これにつきましては，平成２１年第２

回市議会定例会にご承認をいただきました平成２１年度委託契約の変更でございます。平成２１

年４月９日委託契約をした水郡線常陸太田駅改良工事平成２１年度委託契約について，下記のと

おり変更したいので，地方自治法第９６条第１項第５号の規定に基づき議会の承認を求める。 

 記，１，契約の目的，水郡線常陸太田駅改良工事，２，契約の金額，変更前が３億 5,９９３万

3,０００円，変更後 5,７７３万円，３，契約の相手方，茨城県水戸市三の丸一丁目４番４７号，

東日本旅客鉄道株式会社，執行役員水戸支社長土屋忠巳。平成２２年３月５日提出，市長名でご

ざいます。 

 次のページをごらんいただきます。参考でございますが，場所は，水郡線常陸太田駅構内でご

ざいます。工事の内容につきましては，ＪＲにおいて駅舎建設工事に当たり，国交省の事業認可

時に修正事項等があり月日を要したため，駅舎工事に付随する工事に入れず，当初の工事内容の

けた式乗降場の新設，軌道の新設，駅舎の新設と既存の一部乗降場，軌道撤去の施工予定でござ

いましたが，変更後はけた式乗降場の仮設，土工事，軌道につきましては，レール，枕木等の材

料費の一部，駅舎新設は，各種申請手続，通信ケーブルにつきましては，延長２５０メートルの

新設工事の見込みでございます。なお，変更による減額３億２２０万 3,０００円につきましては，

次の議案第９号の平成２２年度委託契約に増額をするものでございます。 

 続きまして，４３ページをごらんいただきます。議案第９号水郡線常陸太田駅改良工事平成２

２年度委託契約の締結についてでございます。水郡線常陸太田駅改良工事に関する平成２２年度

委託契約について，下記のとおり契約を締結するため，地方自治法第９６条第１項第５号の規定

に基づき，議会の議決を求める。 



 ２４

 記，１，契約の目的，水郡線常陸太田駅改良工事，２，契約の方法，随意契約，３，契約の金

額，７億 6,７８７万 4,０００円，４，契約の期間，契約の日から平成２３年３月末日まで，５，

契約の相手方，茨城県水戸市三の丸一丁目４番４７号，東日本旅客鉄道株式会社，執行役員水戸

支社長土屋忠巳。平成２２年３月５日提出，市長名でございます。 

 次のページをごらんいただきます。参考ですが，場所は水郡線常陸太田駅構内でございます。

工事内容につきましては，けた式乗降場，軌道，駅舎，通信施設の新設工事，既存の乗降場，軌

道，駅舎の撤去工事となってございます。 

 ４５ページの常陸太田駅舎平面図をごらんいただきます。赤く着色してございますところが都

市側施設２６7.５平方メートル，青で着色してございますのが，駅施設１５1.９平方メートルで

ございます。赤い波線は大屋根ラインで９６0.２平方メートルでございます。 

 次のページをごらんいただきます。常陸太田駅舎立体図でございまして，駅舎をそれぞれの方

向から見た建物の形となってございます。 

 ４７ページの平面図をごらんいただきます。赤色，黒色で着色してございますところが，平成

２２年度に工事を行う範囲を示しております。 

 次のページをごらんいただきます。乗降場の平面図，側面図でございます。乗降場は，延長が

１０５メートル，基礎ぐいにつきましては，駅舎に１４本，乗降場には５４本の施工をいたしま

す。 

 続きまして，４９ページをお開きいただきます。議案第１０号常陸太田市道路線の廃止につい

てでございます。常陸太田市道路線を廃止したいので，道路法第１０条第３項の規定により，次

のとおり議会の議決を求める。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 提案理由でございます。開発行為及び圃場整備事業等に伴い，市道路線を廃止するものでござ

います。 

 次の５０ページをごらんいただきます。廃止となる６路線の路線名，起点，終点，幅員及び延

長を記載した一覧表でございます。 

 ５１ページから５６ページまでには，位置図及び路線廃止図を添付してございます。 

 続きまして，５７ページをお開きいただきます。議案第１１号常陸太田市道路線の変更につい

てでございます。常陸太田市道路線を変更したいので，道路法第１０条第３項の規定により，次

のとおり議会の議決を求める。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 提案理由でございます。里野宮白羽線道路改良工事に伴い，市道路線を変更するものでござい

ます。 

 次の５８ページをごらんいただきます。変更する路線の路線名，起点，終点，幅員及び延長の

記載でございます。 

 ５９ページに位置図，６０ページには，路線の変更図を添付してございます。 

 続きまして，６１ページをお開きいただきます。議案第１２号常陸太田市道路線の認定につい

てでございます。常陸太田市道路線を認定したいので，道路法第８条第２項の規定により，次の

とおり議会の議決を求める。平成２２年３月５日提出，市長名。 



 ２５

 提案理由でございます。住宅団地造成による移管等に伴い，市道路線として認定するものでご

ざいます。 

 次の６２ページをごらんいただきます。新たに認定されます３路線の路線名，起点，終点，幅

員，路線延長等を記載いたしました一覧表でございます。 

 ６３ページから６６ページに位置図及び路線認定図を添付してございます。 

○議長（黒沢義久君） 説明は終わりました。 

            ──────────────────― 

 日程第５ 議案第１３号ないし議案第２１号 

○議長（黒沢義久君） 次，日程第５，議案第１３号平成２１年度常陸太田市一般会計補正予算

（第６号）について，議案第１４号平成２１年度常陸太田市国民健康保険特別会計補正予算（第

３号）について，議案第１５号平成２１年度常陸太田市老人保健特別会計補正予算（第２号）に

ついて，議案第１６号平成２１年度常陸太田市介護保険特別会計補正予算（第３号）について，

議案第１７号平成２１年度常陸太田市下水道事業特別会計補正予算（第３号）について，議案第

１８号平成２１年度常陸太田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）について，議案第

１９号平成２１年度常陸太田市戸別合併処理浄化槽設置整備事業特別会計補正予算（第３号）に

ついて，議案第２０号平成２１年度常陸太田市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）につい

て，議案第２１号平成２１年度常陸太田市宅地分譲事業特別会計補正予算（第１号）について，

以上９件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。副市長。 

〔副市長 梅原勤君登壇〕 

○副市長（梅原勤君） 補正予算書つづりをごらんいただきます。議案第１３号でございます。

平成２１年度常陸太田市一般会計補正予算（第６号），平成２１年度常陸太田市の一般会計補正予

算（第６号）は，次に定めるところによる。第１条，歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

2,５３２万 6,０００円を減額し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２４８億９０２万円と

する。第２条が繰越明許費の補正，第３条が債務負担行為の補正，第４条が地方債の補正でござ

います。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 １３ページをお開きいただきます。事項別明細により詳細説明をさせていただきます。 

 歳入でございます。 

 １款市税でございますが，滞納繰り越し分については増額が見込めることから，市民税，固定

資産税，入湯税，都市計画税について増額をいたしました。また，現年課税分のうち，市民税法

人分につきましては，法人収益の減少により 3,０９８万 8,０００円を減額し，また，固定資産税

につきましては，償却資産などの課税標準額の見込みより増額となりますことから，2,６６５万

8,０００円を補正計上するものでございます。 

 １４ページをお開きいただきます。１０款１項１目地方交付税の増額については，普通交付税

の決定によるものでございます。１３款１項５目商工使用料６１７万 6,０００円の増額につきま

しては，竜神大吊橋の渡橋者の増によるものでございます。 



 ２６

 １４款国庫支出金のうち，２目の教育費国庫負担金並びに，次の２項５目の教育費国庫補助金

につきましては，峰山中学校校舎改築事業に係る補助基準単価が引き上げとなったことによるも

のでございます。 

 次に，２項１目民生費国庫補助金の子育て応援特別手当でございますが，国の予算執行が凍結

となったことから減額をいたしました。４目の総務費国庫補助金３億 9,１８９万 5,０００円の増

額につきましては，地域活性化交付金の配分限度額が決定したことによるものでございます。 

 １７ページの１７款１項１目１総務費寄附金でございますが，ふるさと常陸太田寄附金――い

わゆるふるさと納税として寄附をいただいた１９件分の計上でございます。 

 １８ページをお開きいただきます。１８款２項基金繰入金６億 3,５６０万 5,０００円の減額で

ございますが，歳入の増額と事業の確定などにより歳出が減額となりましたことから，財政調整

基金，減債基金からの繰り入れを取りやめるものでございます。 

 ２０款４項２目雑入のうち，保健センター移転補償費 7,０７２万 5,０００円につきましては，

保健センター解体に係る県の補償額が確定したことから増額計上いたしました。 

 ２１款１項市債でございますが，起債対象事業費の確定によるものでございます。 

 次に歳出でございます。 

 今回の補正予算には，国の補正予算に伴う「地域活性化・公共投資臨時交付金」事業，「地域活

性化・きめ細かな臨時交付金」事業等を計上してございます。その他の補正につきましては，各

事業の内容，数量等の確定，あるいは契約差金，基金利子を積み立てるもの，あるいはその他制

度の確定などによるものが主な内容でございますので，大きく増減するものを中心にご説明をさ

せていただきます。また，地域活性化交付金に係る事業につきましては，各費目にまたがります

ので，後ほど一括して説明をさせていただきます。 

 それでは，２０ページをお開き願います。２款１項１目一般管理費の３節退職手当特別負担金

につきましては，当初退職予定者２１名と見込んでおりましたものを，勧奨退職者が１１名多く

なったことにより増額するものでございます。 

 ２１ページの３目財政管理費の増額につきましては，次年度以降の公債費の償還財源として減

債基金に 5,７６４万 9,０００円を積み立てるものでございます。 

 ２７ページをお開きいただきます。８目介護保険費の減額でございますが，特別会計におきま

して，施設介護サービス給付費や地域密着型介護給付費，職員給与費が減額となりますことから，

一般会計からの負担分 2,１５５万 6,０００円を減額いたしました。 

 ２８ページにかけまして，２項３目児童措置費の減額でございますが，先ほど歳入において説

明申し上げましたが，子育て応援特別手当に係る国の予算執行が凍結となったことから，これら

に係る経費を減額いたしました。 

 ２９ページをお開きいただきます。４款衛生費１項６目保健センターの管理費の減額でござい

ます。債務負担行為とあわせて計上しております保健センター解体工事でございますが，その全

額が平成２２年度の予算執行となるため減額といたしました。 

 ３１ページをお開き願います。５款１項５目農地費の２８節繰出金の減額につきましては，農



 ２７

業集落排水事業特別会計の財源が確保されたことによるものでございます。 

 ３２ページをお開きいただきます。林業施設費でございます。茨城県が行っております奥久慈

グリーンライン林道整備事業の増額に伴って，その負担分を計上するものでございます。 

 ３４ページに参りまして，７款５項１目下水道費の減額につきましては，特別会計補正予算の

減額によるものでございます。 

 ３７ページをお開きいただきます。９款３項３目学校建設費につきましては，契約の確定に伴

い，峰山中学校校舎建築工事を減額するものでございます。 

 ４１ページをお開き願います。１１款１項公債費でございますが，保健センター整備事業債の

繰り上げ償還について，財務事務所と協議をしてまいりましたが，解体後の定時償還により償還

を続けることになりましたため，元金及び繰り上げ償還補償金を減額するものでございます。利

子の減額につきましては，平成２０年度債の借り入れが終了したため減額するものでございます。 

 次に，「地域活性化・公共投資臨時交付金」事業，「地域活性化・きめ細かな臨時交付金」事業

の２つの事業について，一括して説明をいたします。２１ページにお戻りいただきます。 

 ２款１項７目支所費のうち，施設整備工事につきましては，旧水府庁舎の跡地を駐車場として

整備するものでございます。 

 ３０ページでございます。５款１項３目農業振興費の１５節施設補修工事につきましては，里

美生産直売所の屋根補修にかかわるもの，３２ページになりますが，６款１項１目商工総務費の

委託料，工事請負費の増額につきましては，旧ハローワーク庁舎を観光物産会館として改修する

もの，４目の観光費の増額につきましては，ぬくもりの湯の修繕とこめ工房，森林公園のトイレ

を下水道に接続するために改修を行うものでございます。 

 ３３ページでございますけれども，７款２項道路橋りょう費でございます。２目の道路維持費

としまして，小中宿線，棚谷町広域農道など工事請負費 5,０００万円。 

 ３４ページの３目道路新設改良費として大森丹奈線，上内田表田線，水府堀米線，大方町市道

など工事請負費として２億 8,７２０万円，４目橋りょう費維持費としまして，木橋４橋の工事分

1,８６０万円などを計上しております。 

 ８款１項１目常備消防費，２目の非常備消防費につきましては，防火衣，ヘルメット，救急車

に装備する除細動器，消防団の小型ポンプなどを更新するものでございます。消防施設費の補正

につきましては，消防団の消防自動車購入費３台分を計上いたしました。 

 ９款２項小学校費と３項中学校費の工事請負費につきましては，学校施設の補修を行うもので

ございます。 

 ３９ページに参りまして，５項９目市民交流センター費の１５節工事請負費につきましては，

屋上防水工事に係るもの，交流センターふじにつきましては，浄化槽ふたや自転車置き場などの

修繕料を計上いたしました。 

 ４０ページでございます。６項４目体育施設費の工事請負費には，大里ふれあい広場のテニス

コート補修，プールサイド補修，山吹運動公園防球ネットの設置工事費等を計上いたしました。

５目温水プール費には，プールサイドの補修費を計上してございます。 



 ２８

 申しわけありませんが，６ページにお戻りいただきまして，繰越明許費の補正でございます。

全部で３１事業１７億 4,７４８万 5,０００円の繰越明許費を計上しております。国の補正予算に

よりシステム整備を行うもの，県事業の繰り越しに伴うもの，河川敷内の工事協議や用地補償，

電柱等の移設などに不測の日数を要したもの，関係機関との調整に日時を要したことなどによる

もののほか，国の補正予算に基づく「地域活性化・経済危機対策臨時交付金」，「地域活性化・公

共投資臨時交付金」，「地域活性化・きめ細かな臨時交付金」等にかかわるものでございます。 

 ９ページをお開きいただきます。債務負担行為の補正で，地方債証券共同発行連帯債務を追加

するものでありますが，県と６市町の共同により，「大好きいばらき県民債」を発行するため，本

市の持ち分２億円を除く３８億円と，これに対する利子相当額を補正するものでございます。 

 １０ページは，地方債の補正でございます。事業費の確定によりまして，過疎対策事業費の限

度額２億 1,８８０万円を２億 2,８５０万円として，合併特例事業費の限度額１３億９００万円を

１２億 8,６５０万円とするものでございます。なお，合併特例事業費につきましては，すべての

資金について，利率見直し方式による借り入れを可能とするものでございます。 

 続きまして，議案第１４号平成２１年度常陸太田市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

の説明をさせていただきます。第１条，歳入歳出予算の補正，事業勘定の歳入歳出予算の総額か

ら歳入歳出それぞれ 3,７２２万 2,０００円を減額し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６

０億 6,３９９万 7,０００円とする。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 今回の補正予算につきましては，主に保険給付費の減などによるものでございます。 

 ６ページをお開きいただきます。事項別明細歳入でございます。 

 第３款１項１目療養給付費等負担金につきましては，一般被保険者の給付費等の減及び２０年

度の確定によるものでございます。また，３目の特定健康診査等負担金につきましては，事業費

の減によるものでございます。 

 第３款２項１目の財政調整交付金につきましても，一般被保険者療養給付費等の減，３目の出

産育児一時金補助金につきましても，給付件数の減によるものでございます。また，４目高齢者

医療制度円滑運営事業費補助金につきましては，７０歳から７４歳までの医療費自己負担割合が

引き上げ凍結によるものでございます。 

 第４款の療養給付費等交付金につきましては，退職者の給付費等の増などによるものでござい

ます。 

 ９款の繰入金につきましては，一般会計からの法定繰入金の増減調整及び支払準備基金からの

繰入金の減額補正でございます。 

 ８ページをお開きいただきまして歳出でございます。 

 １款２項徴税費につきましては，職員人件費及び納税組合長手当の減によるものでございます。 

 ２款１項の療養諸費，それから，９ページに移りまして，２項の高額療養費，３項の出産育児

諸費及び４項の埋葬諸費につきましては，それぞれ医療費，給付件数の増減などに伴う補正でご

ざいます。 

 ８款の保険事業費につきましては，事業完了に伴い減額補正を行うものでございます。 



 ２９

 １０ページをお開きいただきまして，１０款諸支出金につきましては，過年度分の高齢者医療

制度円滑運営事業費補助金及び特定健康診査等負担金に返還金が発生したことによるものでござ

います。 

 続きまして，議案第１５号平成２１年度常陸太田市老人保健特別会計補正予算（第２号）につ

いてでございます。第１条，歳入歳出予算の補正でございます。歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ３５０万 8,０００円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 6,１５５万 7,

０００円とする。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 ６ページをお開きいただきます。事項別明細の歳入でございます。 

 １款１項の支払基金交付金につきましては，２１年９月以降の現年度分の交付について，会計

を閉鎖する２２年度において精算交付することとされたことによるものでございます。 

 ２款の国庫支出金及び第３款の県支出金につきましても，現年度分が平成２２年度において精

算交付することとされたことによるものでございます。 

 第６款の諸収入につきましては，第三者納付金及び過年度分の医療給付費に係る過誤調整分の

収入が発生したことによるものでございます。 

 ７ページの歳出でございますが，１款の医療諸費につきましては，医療給付費等の減によるも

のでございます。 

 ３款の予備費につきましては，今回の補正調整に係る余剰財源を計上するものでございます。 

 続きまして，議案第１６号平成２１年度常陸太田市介護保険特別会計補正予算（第３号）につ

いてでございます。第１条，事業勘定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億 3,４８４

万 2,０００円を減額し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４３億 5,７７６万 5,０００円

とするものでございます。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 ６ページからの事項別明細内訳でございます。 

 歳入でございますが，７款１項４目その他の一般会計繰入金につきましては，職員人件費の減

によるものですが，それ以外はすべて保険給付費及び地域支援事業費の減に伴うものでございま

す。 

 ８ページをお開きいただきます。歳出でございます。 

 １款１項１目一般管理費の人件費につきましては，育児休業等による減額補正でございます。

２項１款２目施設介護サービス給付費，４目の地域密着型介護サービス給付費及び２款２項１目

介護予防サービス給付費につきましては，給付件数が当初見込みを下回ることが見込まれること

から減額補正をするものでございます。 

 ２款１項７目居宅介護サービス計画給付費につきましては，給付件数が当初見込みを上回るこ

とが見込まれることから増額補正するものでございます。 

 続きまして，９ページでございますが，２款４項１目高額介護サービス費につきましては，給

付件数の増が見込まれることによる増額補正でございます。 

 ４款２項３目任意事業費につきましては，「食」の自立支援事業（配食サービス）の利用回数等

が当初見込みを下回ったことによる減額補正でございます。 
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 ６款につきましては，積立金の増額補正でございます。 

 続きまして，議案第１７号平成２１年度常陸太田市下水道事業特別会計補正予算（第３号）に

ついてでございます。平成２１年度常陸太田市の下水道事業特別会計補正予算（第３号）は，次

に定めるところによる。第１条，歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 4,８４５万 2,０００

円を減額し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１８億 3,８５８万 5,０００円とする。以下，

第２条，繰越明許費，第３条は地方債の補正でございます。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 ４ページをお開きいただきたいと思います。繰越明許費の説明をさせていただきます。 

 平成２１年度の那珂久慈流域下水道建設工事費負担金につきましては，県の通知によりまして

繰り越すものでございます。 

 次に，５ページの地方債補正でございますが，公共下水道，流域下水道及び特定環境保全公共

下水道建設事業費の減により，起債の限度額を 3,８３０万円減額するものでございます。 

 次に，８ページをお開きいただきます。事項別明細でございます。 

 まず，歳入でございますが，１款１目の受益者分担金の減額でございますけれども，特定――

いわゆる特環下水道事業の松平町におきまして小祭礼があり，地元からの要望によりまして次年

度施工としたためでございます。 

 次いで，４款の県支出金，６款の繰入金，７款の繰越金，９款の市債につきましては，いずれ

も事業費の確定等によるものでございます。 

 ９ページをお開きいただきます。歳出でございます。 

 １款下水道事業費でございますが，１目の公共下水道費及び３目の特環下水道費につきまして

は，工事費及び委託料の減並びに入札差金等によるものでございます。２目の流域下水道費につ

きましては，那珂久慈流域下水道建設工事負担金及び維持管理費負担金の減によるものでござい

ます。 

 ２款２目の利子でございますが，償還利子の確定によるものでございます。 

 続きまして，議案第１８号平成２１年度常陸太田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３

号）についてでございます。平成２１年度常陸太田市の農業集落排水事業特別会計補正予算（第

３号）は，次に定めるところによる。第１条，歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれを３２

６万 4,０００円減額し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億 2,８７８万 1,０００円と

する。以下，第２条は繰越明許費，第３条は地方債の補正でございます。平成２２年３月５日提

出，市長名。 

 ４ページをお開きいただきます。繰越明許費の説明をさせていただきます。 

 佐都４地区の農業集落排水整備事業につきましては，工事に不測の期間を要したことによりま

して 3,１６０万円を繰り越すものでございます。 

 次に５ページ，地方債補正でございますが，農業集落排水事業費の減により，起債の限度額を

９９０万円減額するものでございます。 

 次に，８ページをお開きいただきます。事項別明細歳入でございます。 

 ３款の国庫支出金，４款の県支出金，６款繰入金，７款繰越金，９款市債，いずれも事業費の
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確定等によるものでございます。 

 ９ページをお開きいただきます。歳出でございます。 

 １項１目総務管理費につきましては，処理施設保守点検業務委託料の確定及び農業集落排水事

業債償還基金積立金の確定によるものでございます。２目の施設整備費につきましては，設計委

託料，工事費の減及び水道管移設補償費の増によるものでございます。 

 続きまして，議案第１９号平成２１年度常陸太田市戸別合併処理浄化槽設置整備事業特別会計

補正予算（第３号）についてでございます。平成２１年度常陸太田市の戸別合併処理浄化槽設置

整備事業特別会計補正予算（第３号）は，次に定めるところによる。第１条，歳入歳出予算の総

額から歳入歳出それぞれ８６４万 2,０００円を減額し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

１億 3,５７２万 2,０００円とする。以下，第２条は地方債の補正でございます。平成２２年３月

５日提出，市長名。 

 ４ページをお開きいただきます。地方債の補正でございます。戸別合併処理浄化槽設置整備事

業費の減により，起債の限度額を４３０万円減額するものでございます。 

 ７ページは，事項別明細歳入でございますが，１款の分担金及び負担金から７款市債まで，と

もに浄化槽設置基数の減に伴っての事業費の減でございます。 

 ８ページをお開きいただきます。歳出でございます。 

 １款１目戸別合併処理浄化槽設置整備事業費ございますが，入札差金のほか，浄化槽清掃委託

料及び施設管理委託料等の減及び浄化槽設置工事の減によるものでございます。 

 続きまして，議案第２０号平成２１年度常陸太田市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

についてでございます。第１条，歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７１万 2,０００円を

減額し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億 1,９３２万 6,０００円とするものでござい

ます。第２条は地方債の補正でございます。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 ７ページをお開きいただきます。歳入でありますが，３款の繰入金につきましては，消費税の

確定申告に伴い減額補正するものでございます。 

 ６款の市債につきましては，歳出における事業費確定に伴う減額補正でございます。 

 ８ページの歳出でございますが，１款１目一般管理費６２万 1,０００円の減額は，消費税の確

定申告に伴う減額補正でございます。同じく２項１目の維持修理費は，委託料の確定に伴う減額

でございます。 

 続きまして，議案第２１号平成２１年度常陸太田市宅地分譲事業特別会計補正予算（第１号）

について，第１条，歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３００万 7,０００円を減額し，３

１９万 3,０００円とする。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 ６ページをお開きいただきます。まず歳入ですが，不動産売払収入はありませんでしたので６

４０万円の減，前年度繰越金は１４８万 4,０００円の増となります。諸収入は，家庭菜園の利用

者の減によるものでございます。 

 続いて歳出ですが，不動産売払収入の減による一般会計繰出金の減，予備費の増でございます。 

○議長（黒沢義久君） 説明は終わりました。 
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 なお，午前の会議はこの程度にとどめ，午後１時まで休憩いたします。 

午前１１時４６分休憩 

            ──────────────────― 

午後１時００分再開 

○議長（黒沢義久君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

            ──────────────────― 

 日程第６ 議案第２２号ないし議案第３３号 

○議長（黒沢義久君） 次，日程第６，議案第２２号平成２２年度常陸太田市一般会計予算につ

いて，議案第２３号平成２２年度常陸太田市国民健康保険特別会計予算について，議案第２４号

平成２２年度常陸太田市老人保健特別会計予算について，議案第２５号平成２２年度常陸太田市

後期高齢者医療特別会計予算について，議案２６号平成２２年度常陸太田市介護保険特別会計予

算について，議案第２７号平成２２年度常陸太田市下水道事業特別会計について，議案第２８号

平成２２年度常陸太田市農業集落排水事業特別会計予算について，議案第２９号平成２２年度常

陸太田市戸別合併処理浄化槽設置整備事業特別会計予算について，議案第３０号平成２２年度常

陸太田市簡易水道事業特別会計予算について，議案第３１号平成２２年度常陸太田市宅地分譲事

業特別会計予算について，議案第３２号平成２２年度常陸太田市水道事業会計予算について，議

案第３３号平成２２年度常陸太田市工業用水道事業会計予算について，以上，１２件を一括議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。副市長。 

〔副市長 梅原勤君登壇〕 

○副市長（梅原勤君） 平成２２年度常陸太田市予算書３ページをお開きいただきます。 

 議案第２２号平成２２年度常陸太田市の一般会計予算は，次に定めるところによる。第１条，

歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ２３４億 5,１００万円と定める。第２条が債務負担行

為，第３条が地方債，第４条が一時借入金でございます。一時借入金の借り入れの最高額は２０

億円と定める。第５条が歳出予算の流用でございます。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 １５ページをお開きいただきたいと思います。事項別明細で説明をさせていただきます。 

 初めに歳入でございます。 

 １款市税の１項市民税でございますが，２５億３４０万 1,０００円で２億 3,９０５万 4,００

０円の減額といたしました。１６ページにかけての２項固定資産税につきましては２２億 3,８４

１万 3,０００円，3,２６４万 8,０００円の増額でございます。市税全体では５２億 7,８２１万

1,０００円，前年度と比較しまして２億 1,８１８万 8,０００円の減額となります。これらの計上

に当たりましては，個人所得や法人収益の減少，固定資産税における新増築家屋の増などを勘案

いたしました。 

 １８ページをお開きいただきます。２款地方譲与税から１８ページの自動車取得税交付金まで，

ほとんどの税関連収入を地方財政計画や前年度の実績などを勘案し減額といたしました。 

 ９款１項地方特例交付金 9,９００万円につきましては，子ども手当特例交付金の増額を見込ん
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でおります。なお，２款のうち地方道路譲与税につきましては，道路特定財源の一般財源化に伴

って，また，２０ページの９款のうち特例交付金につきましては，減税補てん特例交付金が２１

年度をもって終了となりますことから，項及び目を廃止といたしました。 

 １０款地方交付税でございます。合併特例債償還費や臨時財政対策債償還費の増，雇用対策地

域資源活用臨時特例費の新設，基準財政収入額の減などを勘案いたしまして，普通交付税８３億

3,０００万円，特別交付税８億 7,０００万円といたしました。昨年度と比較して３億 3,０００万

円の増額であります。 

 １１款交通安全対策特別交付金につきましても，地方財政計画及び前年度の実績等を勘案して

計上いたしました。 

 １２款分担金及び負担金につきましては，一部事務組合等への派遣職員給与費負担金，老人施

設入所者負担金，保育所入所時負担金などを見込んでおります。保育所入所時負担金につきまし

ては，第３子以降を無料としましたことから，民生費負担金が 2,３４２万 6,０００円の減額とな

っております。 

 １３款使用料及び手数料につきましては，霊園永代使用料，市営住宅使用料など増額を見込ん

でおりますが，２２ページの教育使用料につきましては，保育所同様第３子以降の無料化を盛り

込んでおります。 

 １４款の国庫支出金でございます。１項１目民生費国庫負担金でありますが，２４ページをお

開きいただきます。１０節子ども手当負担金につきましては，子ども手当の支給及びその事務費

として４億 9,８８７万 6,０００円を見込んでおります。２目の教育費国庫負担金につきましては，

峰山中学校改築事業費負担金 7,０９７万 3,０００円を計上しております。２項１目総務費国庫補

助金でございますが，地上デジタル放送自主共聴施設改修等事業の財源といたしまして，電波遮

蔽対策事業費補助金 2,０００万円を計上いたしました。４目１節道路橋りょう費補助金には，里

野宮白羽線，川中子大橋線，南中線，小目・川中子線，磯部天神林線，高柿・千寿線などの財源

といたしまして３億 5,９７０万円を見込んでおります。 

 また，２５ページでございますが，２節都市計画費補助金には，公園施設長寿命化計画の財源

といたしまして７１３万 4,０００円，５目の消防費国庫補助金には，過疎地域の防火貯水槽整備

の財源といたしまして 1,１０３万 4,０００円，６目教育費国庫補助金には，峰山中学校改築に係

る交付金分として１億 5,９３４万 8,０００円を見込んでおります。 

 １５款県支出金でございます。２７ページの３目衛生費県補助金には，庁舎太陽光発電設備整

備工事の財源としまして，二酸化炭素排出抑制対策事業費補助金 2,２００万円を計上いたしまし

た。５目の商工費県補助金につきましては，ふるさと雇用再生特別基金事業費補助金，緊急雇用

創出事業費補助金，重点分野雇用創造事業費補助金を計上しております。 

 ２８ページをお開きいただきます。１２目合併市町村県補助金として，新市町村づくり支援事

業費補助金などを見込んでおります。 

 １６款財産収入でございます。財産貸付収入利子及び配当金，財産売払収入などを計上してお

ります。 
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 １７款寄附金につきましては，総務費寄附金，民生費寄附金の費目設定でございます。 

 １８款繰入金でございますが，特別会計繰入金，各基金からの繰入金，財産区繰入金をそれぞ

れ計上しております。将来の財政負担を考慮いたしまして，基金繰入金を前年度並みの５億 9,０

３７万 5,０００円といたしました。 

 １９款の繰越金につきましては，２０年度繰り越し事業に係る不用額が見込まれるため，5,０

００万円を増額いたしました。 

 ２０款諸収入でございます。３３ページをお開き願います。県道日立笠間線拡幅に伴う保健セ

ンター移転補償として 8,１７４万円を計上しております。 

 ３４ページをお開きいただきます。２１款市債でございます。土木債 2,３４０万円，消防債 1,

０８０万円，教育債１億 8,７００万円，過疎対策事業債３億 1,６３０万円，合併特例事業債１３

億 7,７６０万円，臨時財政対策債４億 2,１５０万円，合計２３億 3,６６０万円を計上するもの

でございます。 

 歳出につきまして主なものをご紹介させていただきます。 

 ３９ページをお開き願います。１３節の説明欄１行目に，電子入札システム環境設定委託料が

ございます。県内自治体共同利用による電子入札システムを導入し，電子入札の施行を行うもの

でございます。 

 ４３ページに参りまして，財産管理費の１５節庁舎太陽光発電設備整備工事につきましては，

庁舎車庫への太陽光発電設備の据え付けと省エネガラスコートの塗布工事を行うものでございま

す。 

 ４５ページをお開き願います。企画費の２５節積立金に，まちづくり振興基金積立金２億 3,３

８０万円を計上しております。昨年度に引き続き，合併特例事業債を活用して基金に積み立てる

ものでございます。 

 ４７ページをお開きいただきます。情報通信管理費１９節には，地上波デジタル放送自主共聴

施設への改修費補助金 2,９００万円を計上しております。改修費の一部を助成して地元負担の軽

減を図るものでございます。 

 ５０ページをお開きいただきます。１３目の１節に雇用創出事業として，地域づくりサポータ

ー報酬を計上しております。これにつきましては，旧町村を単位とした地域振興を図るために６

名のサポーターを雇用するものでございます。 

 ５２ページをお開きいただきます。１５目複合型交流拠点施設整備費といたしまして，平成２

２年度につきましては，調査委託料と事務費の計上であります。１６目諸費でございますが，１

３節委託料には，旧金砂小学校改修に係る委託料を計上しております。また，１９節の一番下の

行，新婚家庭に対する家賃助成事業として７２０万円を計上いたしました。 

 次に，３款民生費でございますが，７０ページをお開きいただきたいと思います。社会福祉総

務費の中で，国民健康保険特別会計繰出金４億８５３万 4,０００円につきましては，保険基盤の

安定を図るもののほか，国民健康保険の収支額に不足が見込まれる額について繰り出すものでご

ざいます。 
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 ７６ページをお開きいただきます。老人医療給付費でございますが，１９節負担金，補助金及

び交付金において，後期高齢者医療広域連合への事務経費の負担金のほか，医療給付費の負担金

として５億 7,０３２万 9,０００円を計上いたしました。医療福祉費の２０節扶助費でございます

が，昨年度に引き続き，所得制限撤廃による乳幼児の医療費助成分や中学校３年生までの医療費

助成を計上しております。８目の介護保険費には，介護分野への就業を促進するため，介護職員

育成事業委託料，グループホーム３施設が行うスプリンクラー整備事業の財源として，地域介護

空間整備事業費補助金，また，グループホーム「和み」の行う施設増設事業の財源として，介護

基盤緊急整備等臨時特例事業費補助金を予算化いたしました。２８節介護保険特別会計繰出金と

して７億 2,８０８万 9,０００円を計上いたしました。 

 ８０ページに移りまして，保育所費と，８４ページに移るんですが，児童クラブ費には，それ

ぞれ保育時間延長にかかわる経費を見込んでおります。 

 次，９３ページをお開き願います。保健センター管理費の一番下の行，保健センター解体工事

につきましては，県道日立笠間線改良工事に伴い，保健センターの取り壊しを行うものでござい

ます。 

 ９４ページの１９節でございます。地球規模の問題となっております環境保全対策として，市

民環境会議補助金５００万円，太陽光発電設備等設置事業費補助金７００万円を計上いたしまし

た。２４節の投資及び出資金につきましては，金砂郷地区への連絡管整備事業の２分の１を合併

特例債を活用し，水道事業に出資するものでございます。 

 ９９ページをお開きいただきます。１５節工事請負費２億円につきましては，清掃センターの

焼却炉定期補修工事費でございます。 

 １０３ページからの農林振興費でございますが，１節の報酬におきましては，耕作放棄地対策

や新規就農者支援，担い手対策を進めていくための嘱託員２名分を予算化いたしました。 

 １０５ページから１０７ページにかけまして，１９節負担金及び補助金，交付金につきまして

は，コシヒカリ，常陸秋そば，ブドウ，ナシなど特産品のブランド化，有害鳥獣や病虫害からの

被害防止，担い手育成や新規就農者の自立支援，農業体験の推進などの費用を計上しております。 

 ４目の畜産業費の１３節委託料につきましては，小里牧場の拡充に当たり，産学官連携により，

黒毛和牛の生産性，飼育管理法，うまみ成分の分析などを共同研究していくための経費でござい

ます。 

 １０８ページの農地費でありますが，工事請負費は，農道，用排水路等の整備費を計上してお

ります。また，１９節負担金，補助金につきましては，県北東部地区の広域農道整備事業費負担

金，小妻地区ふるさと農道整備事業費負担金，県営土地改良事業計画調査費負担金，県単土地改

良事業費補助金を計上しております。２８節の繰出金には，農業集落排水事業繰出金２億 2,３４

１万 5,０００円を計上いたしました。 

 １１２ページをお開きいただきます。森林湖沼環境税を財源として，森林機能の緊急回復整備

を予算化しております。主な内容といたしましては，間伐推進員の賃金５２０万円，間伐及び作

業道開設委託料，それから，１１３ページの１３節ふるさとの森森林機能緊急回復整備事業費補
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助金などでございます。 

 １１５ページをお開き願います。商工総務費には，補正予算におきまして改修費を提案してお

ります観光物産会館の管理費用を計上しております。また，商工費におきましては，新商品の開

発，ブランド化の推進，地域間交流の活発化，市内事業への商品開発の情報提供，観光施設の魅

力アップなどを図るために雇用創出事業を計上しております。 

1.  １２１ページに移りまして，１９節各種イベント開催費開催補助金でございますが，お

おた夏まつり，太田秋まつり，常陸秋そばフェスティバル，鯉のぼりまつり ，紅葉まつり，春の

味覚祭，秋のかかし祭など，各地区のそれぞれのイベント補助といたしまして，3,１７０万円を

予算化いたしました。 

 ７款の土木費でございますが，１２６ページから１２７ページにかけてでございますが，道路

新設改良費といたしまして９億 4,０６０万 3,０００円，橋りょう新設改良費といたしまして 9,

６８０万円を計上しております。合併特例事業債を活用するものとして，里野宮白羽線，大門幹

線，磯部天神林線，過疎対策事業債を活用するものとして，南中線，高柿・千寿線，大草線，中

沢線，蚋橋岸内線，岸内高性地線，牛込橋，その他の路線といたしまして，小目・川中子線，川

中子大橋線などの整備を行っていくものでございます。 

 １２９ページから都市計画費でございます。都市計画図を作成するための委託料，新宿町の生

産緑地地区指定委託料を計上いたしました。 

 １３１ページをお開き願います。一番上の行，公園長寿命化計画策定業務委託料，４目駅周辺

整備事業費といたしましては，駅舎整備工事，駅前広場工事，駐車場工事，市道０１０３号線改

良工事など９億 1,９２４万 7,０００円を計上しております。 

 １３２ページの５項１目下水道費６億 4,５１８万 1,０００円を予算化しております。公共下水

道事業につきましては，上河合町，下河合町，大森町などの管路整備を，特定環境保全公共下水

道事業は，大里町，松平町の管路整備を進めることとしております。 

 １３３ページをお開き願います。住宅管理費におきまして，公営住宅長寿命化計画策定業務委

託料を予算化しております。 

 １３９ページに移ります。１３９ページ消防施設費の１５節工事請負費でございますが，防火

水槽整備工事で貯水槽９基，１８節の備品購入費により消防団の消防ポンプ自動車購入費を計上

しております。 

 １４１ページの一番下の行，自主防災組織補助金につきましては，３２町会を目安に自主防災

会の組織化を推進するものでございます。 

 次に，教育費でございます。１４４ページをお開きいただきたいと思います。７節賃金のうち，

教育介助者賃金でございますが，教育上特別な支援を擁する児童生徒に対して，学習活動や日常

生活活動の介助を行うため，小中学校に１７名を配置するものでございます。 

 １４７ページでございますが，１３節委託料のうち，耐震診断業務委託料は，校舎６棟分を計

上しております。２目の教育振興費でございますが，雇用創出事業を活用して学校図書館司書，

理科支援員を配置する賃金を計上いたしました。 
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 １５０ページをお開きいただきます。中学校費でございます。委託料におきまして，小学校同

様，校舎耐震診断業務料１０棟分を計上しております。 

 １５２ページから１５３ページにかけましての学校建設費につきましては，峰山中学校校舎改

築事業及び瑞竜中学校の耐震設計業務委託を予算化いたしました。 

 １８１ページに移ります。６項の保健体育費でございます。委託料の上から４行目でございま

すが，体育館の耐震診断委託料を計上いたしました。公園施設長寿命化補助金を活用するもので

ございます。また，大方運動広場の整備事業として，合計しまして６６７万 7,０００円を計上い

たしました。 

 １１ページにお戻りをいただきたいと思います。債務負担行為の説明をさせていただきます。

第２表債務負担行為でございます。総合計画後期基本計画策定支援業務として，限度額５９２万

円についての債務を平成２３年度に負担するものでございます。 

 １２ページの地方債でございますが，起債の目的は，それぞれ記載のとおりでございますが，

限度額を総額２３億 3,６６０万円とするものでございます。起債の方法，利率，償還の方法につ

きましてはごらんいただきたいと思います。 

 続きまして，１９７ページをお開きいただきます。議案第２３号の説明をさせていただきます。

平成２２年度常陸太田市国民健康保険特別会計予算は，次に定めるところによる。第１条，事業

勘定の歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ５７億 9,１８０万 9,０００円と定める。第２条

が一時借入金でございます。一時借入金の借り入れの最高額は，事業勘定１億 5,０００万円と定

める。第３条が歳出予算の流用でございます。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 ２０４ページをお開きいただきます。事項別明細歳入でございます。 

 第１款の国民健康保険税につきましては，税率は昨年同様ですが，被保険者１人当たり調定額

の増が見込まれることによる計上でございます。 

 ２０５ページ，３款の国庫支出金でございます。１項，２項あわせまして増となっております

が，これは療養給付費等負担金及び財政調整交付金の増額が見込まれることによるものです。 

 ４款の療養給付費等交付金につきましては，被保険者数の増が見込まれるものでございます。 

 ５款の前期高齢者交付金につきましては，昨年度より大幅な減額計上となっておりますが，こ

れは２０年度の超過交付分が精算調整されることによるものでございます。 

 ２０６ページの６款１項の県負担金，２項１目財政調整交付金，第７款の共同事業交付金につ

きましては，それぞれ過去の実績に基づき計上をいたしております。 

 ９款の繰入金ですが，１目の一般会計繰入金につきましては，昨年度より１億１９７万円の減

となっております。 

 ２０７ページに移りまして，２項１目支払準備基金繰入金ですが，財源不足補てんのため，３

億 6,８７９万 8,０００円を支払準備基金から取り崩すこととしております。 

 続きまして，２０９ページをお開きいただきます。歳出でございます。 

 １款１項の総務管理費の主なものといたしましては，２目の連合会負担金として国保連合会の

レセプト審査支払いシステム等のオンライ化に係る経費を計上いたしました。 
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 続きまして，２１２ページの２款１項１目一般被保険者療養給付費の大幅な減につきましては，

被保険者数の減，あるいは１人当たりの医療費の減などによるものでございます。 

 ２１３ページ，２項高額療養費につきましては，それぞれ１件当たりの給付額の増によるもの

でございます。３項１目の出産育児一時金につきましては，出生件数の減を見込んでおります。 

 ２１４ページ，第３款１項１目後期高齢者支援金につきましては，被保険者数の減によるもの

でございます。 

 ４款の前期高齢者納付金につきましても減額計上いたしました。やはり被保険者数の減による

ものでございます。 

 ２１５ページ，５款老人保健拠出金につきましては，平成２０年度の医療給付費に係る精算分

を見込んで計上いたしております。 

 ６款の介護納付金につきましては，平成２０年度精算交付分が発生したことによる増でござい

ます。 

 ７款の共同事業拠出金につきましては，これまでの実績をもとに国保連合会が算出したもので

ございます。 

 ２１６ページの８款１項１目特定健康診査等事業費につきましては，健診項目の増加により委

託料を増額計上いたしました。また，２項１目の保健衛生普及費につきましては，人間ドック等

健診費補助金の増額計上といたしました。 

 ２１７ページ，９款の基金積立金につきましては，平成２２年度は，繰越金の法定積み立てを

行わず，歳出財源に充当することとしたことによるものでございます。 

 続きまして，議案第２４号の説明をさせていただきます。２２５ページです。平成２２年度常

陸太田市老人保健特別会計予算は，次に定めるところによる。第１条，歳入歳出予算の総額は，

歳入歳出それぞれ４３８万 4,０００円とする。第２条が歳出予算の流用でございます。平成２２

年３月５日提出，市長名。 

 ２３０ページをお開きいただきます。事項別明細歳入でございます。 

 第１款の支払基金交付金から第３款の県支出金までにつきましては，平成２０年３月診療分ま

での未請求分の支弁基本額にそれぞれ負担割合に乗じて算出したものでございます。 

 第４款の繰入金につきましては，市の公費負担分でございます。 

 第５款の繰越金につきましては，平成２０年度の精算額及び２１年度決算見込額を計上いたし

ております。 

 ２３２ページ，歳出でございますが，１款の医療諸費につきましては，平成２０年３月診療分

までの未請求分の医療給付費を見込んだものでございます。 

 ２款２項の繰出金は，平成２０年度精算金として一般会計へ繰り出すものでございます。 

 続きまして，議案第２５号に移らせていただきます。２３５ページでございます。平成２２年

度常陸太田市の後期高齢者医療特別会計予算は，次に定めるところによる。第１条，歳入歳出予

算の総額は，歳入歳出それぞれ５億 9,０９１万 8,０００円とする。平成２２年３月５日提出，市

長名。 
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 ２４０ページをお開き願います。事項別明細歳入でございます。 

 第１款の後期高齢者医療保険料につきましては，年金からの特別徴収分と普通徴収分を合わせ

まして，昨年度よりも減額計上となっておりますが，保険料軽減額が増えたことによるものでご

ざいます。 

 第３款１項の一般会計繰入金につきましては，保険基盤安定繰入金の増によるものでございま

す。 

 第４款繰越金につきましては，広域連合への納付が翌年度扱いとなる保険料が発生いたします

ので，それらの見込み額を計上いたしました。 

 ２４２ページ，歳出でございます。 

 第１款の総務費につきましては，職員２名分の人件費など事務的経費を計上いたしました。 

 ２４３ページ，２款の後期高齢者医療広域連合納付金につきましては，歳入における保険料と

保険基盤安定繰入金の全額を広域連合に納付するものでございます。 

 第３款の諸支出金におきましては，過年度分の保険料構成に伴う還付金などを計上しておりま

す。 

 議案第２６号に移らせていただきます。２４９ページをお開きいただきます。平成２２年度常

陸太田市介護保険特別会計予算は，次に定めるところによる。第１条，事業勘定の歳入歳出予算

の総額は，歳入歳出それぞれ４６億 1,０７７万 6,０００円と定めるものでございます。第２条が

一時借入金でございます。一時借入金の借入額の最高額は，事業勘定３億 1,０００万円と定める

ものでございます。第３条が歳出予算の流用でございます。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 ２５６ページをお開きいただきます。事項別明細でございます。 

 第１款の保険料でございますが，６５歳以上の第１号被保険者保険料７億８４８万 5,０００円

は，前年度比 1.１％の増でございます。 

 また，３款の国庫支出金から次ページの２５７ページの４款支払基金交付金，５款の県支出金

につきましては，第４期介護保険事業計画及び実績等をもとに算出いたしました介護給付費等の

見込み額によるものでございます。 

 ２５８ページをお開きいただきまして，７款につきましては，一般会計からの繰入金でござい

ます。 

 ２６０ページからは，歳出でございます。 

 ２６３ページでございますが，保険給付費につきましては，第４期介護保険事業計画及び実績

等をもとに算出しております。特に介護サービス基盤整備としまして，４月から市内に老人保健

施設１カ所と，年度中に２つのユニットのグループホームの整備が予定されておりまして，全体

として前年度比１億 6,４２７万 1,０００円，4.０％の増を見込んでおります。 

 ２６５ページ，２款６項の特定入所者介護サービス等費につきましては，低所得者の施設入所

者に対する食費，居住費の一部を補足給付するもので，前年度と比較しまして４４４万 2,０００

円，2.１％の増を見込んでおります。 

 ２６６ページ，４款からの地域支援事業費につきましては，介護認定を受けていない高齢者を
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要介護状態へ移行することを防止するための介護予防や高齢者の権利擁護，さらには，家族介護

教室や在宅介護者リフレッシュ事業，配食サービス事業等を行う費用であります。これらの地域

支援事業の充実を図るため，今年度は北部地区に地域包括支援センターのサブセンターの設置を

予定しておりまして，前年度と比較しまして４４９万 6,０００円，5.５％の増を見込んでおりま

す。 

 議案第２７号，２７９ページでございます。平成２２年度常陸太田市下水道事業特別会計の予

算は，次に定めるところによる。歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ１７億 3,５８７万円

と定める。第２条，地方債でございます。第３条は，一時借入金の借り入れの最高額を６億円と

定めるものでございます。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 ２８３ページをお開きいただきます。地方債でございます。公共下水道建設事業費，流域下水

道建設事業費，特定環境保全公共下水道建設事業費及び過疎対策事業費，合わせまして３億 6,６

４０万円を起債の限度額としてございます。起債の方法，利率及び償還の方法につきましては，

表記のとおりでございます。 

 ２８６ページをお開きいただきます。事項別明細歳入でございます。 

 １款１項１目受益者分担金でございます。特環下水道事業に新たに加入者が見込まれますこと

から，その受益者分 3,７６３万 3,０００円を計上するものでございます。 

 一段下がりまして，２項１目受益者負担金でございます。公益下水道事業の受益者負担金とい

たしまして，真弓ヶ丘団地，佐竹南台団地及び丹奈団地の接続に伴う加入者増が見込まれますこ

とから，１億 8,５３５万円を計上するものでございます。 

 ２款１項使用料，２項手数料でございますが，各団地の接続に伴い，下水道使用料及び手数料

の増分が見込まれております。 

 ２８７ページでございますが，６款繰入金１目一般会計繰入金でございますが，６億 4,５１８

万 1,０００円を一般会計からの繰り入れとして計上するものでございます。 

 ９款の市債でございますが，１目下水道事業債，２目の過疎対策事業債を合わせまして３億 6,

６４０万円を計上するものでございます。 

 ２８８ページをお開きいただきまして歳出でございます。１目の公共下水道費でございます。

主な事項を申し上げます。 

 まず，２８９ページの１３節委託料のうち，調査設計委託料につきましては，太田地区の事業

認可期間が平成２３年度までとなっておりますことから，下水道事業計画変更認可策定業務の委

託料が伴います。 

 次に，１５節工事請負費につきましては，大森町丹奈団地，真弓ヶ丘団地，下河合町，上河合

町及び佐竹団地の汚水管渠の整備に要する費用を計上するものでございます。 

 ２９０ページをお開きいただきます。２目流域下水道費でございます。那珂久慈流域下水道建

設工事及び維持管理の負担金を計上するものでございます。 

 次に，３目金砂郷，水府地区の特環下水道費でございます。２９１ページをごらんいただきま

すが，１３節委託料でございます。下水道台帳作成及び下水施設維持管理費などを計上するもの
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でございます。１５節工事請負費につきましては，大里町，薬谷町，大平町，松平町の汚水管渠

整備に要する費用を計上するものでございます。 

 ２９２ページ，２款の公債費でございますが，公共下水道事業建設事業債及び特環下水道事業

債等の元金と利子を計上するものでございます。 

 議案第２８号の説明に移らせていただきます。２９９ページでございます。平成２２年度常陸

太田市農業集落排水事業特別会計予算でございます。平成２２年度常陸太田市農業集落排水事業

特別会計の予算は，次に定めるところによる。歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ８億 3,

３５３万 3,０００円と定める。第２条，地方債でございます。第３条，一時借入金の借り入れの

最高額を２億 7,０００万円と定めるものでございます。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 ３０３ページをお開き願います。地方債でございます。農業集落排水事業費と特定地域生活排

水処理施設事業費を合わせまして２億 6,７００万円を起債の限度額としてございます。起債の方

法，利率，償還の方法につきましては，表記のとおりでございます。 

 ３０６ページの事項別明細歳入でございます。 

 １款１項１目受益者分担金でございます。中野小島地区の各年度が終了したため，前年度より

減の計上をするものでございます。 

 ３款，中ほどより下の１目農業集落排水事業費国庫補助金でございますが，佐都４地区の農業

集落排水事業費交付金及び合併処理浄化槽設置整備事業費交付金，合わせまして２億 3,１５７万

2,０００円を計上するものでございます。 

 ４款の１目農業集落排水事業費県補助金でございます。中野小島地区及び佐都４地区への県か

らの推進交付金を計上いたします。 

 ３０７ページ，６款でございます。１目一般会計繰入金２億 2,３４１万 5,０００円を計上いた

しました。 

 ９款の市債，１目の農業集落排水事業債は，佐都４地区の農業集落排水事業債及び特定地域生

活排水処理施設事業債，合わせまして２億 6,７００万円を計上するものでございます。 

 ３０８ページの歳出でございます。 

 １目総務管理費，主な事業につきましては，まず，３０９ページ，１３節委託料のうち，処理

施設保守点検業務委託料につきましては，既に供用開始をしております里野宮地区など８地区の

維持管理費に要する経費でございます。２５節積立金につきましては，常陸太田市農業集落排水

事業債償還基金への積み立てでございます。 

 ３１０ページの２目施設整備費でございます。このうち１３節委託料につきましては，佐都４

地区の工事管理及び実施設計等に要する費用を，それから１５節工事請負費は，佐都４地区の処

理場建設，合併処理浄化槽及び環境整備事業に要する費用を計上するものでございます。 

 ２款の公債費でございますが，里野宮地区など８地区の農業集落排水事業債の元金及び９地区

の利子を計上するものでございます。 

 議案第２９号の説明に入らせていただきます。３１９ページでございます。平成２２年度常陸

太田市戸別合併処理浄化槽設置整備事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。歳入歳出
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予算の総額は，歳入歳出それぞれ１億 6,６０７万 4,０００円と定める。第２条は地方債でござい

ます。第３条は一時借入金で，借り入れの最高額は 1,０００万円と定めるものでございます。平

成２２年３月５日提出，市長名。 

 ３２２ページをお開きいただきます。地方債でございます。下水道事業費 6,９７０万円を起債

の限度額としてございます。起債の方法，利率，償還の方法につきましては，表記のとおりでご

ざいます。 

 ３２５ページ，事項別明細歳入でございます。 

 １款１項１目受益者分担金でございますが，戸別合併処理浄化槽設置する方に負担をいただく

ものでございます。 

 ４款繰入金１目一般会計繰入金でございますが，一般会計からの繰入金 3,４３６万 7,０００円

を計上するものでございます。 

 ３２６ページ，７款市債１目戸別合併処理浄化槽設置整備事業債でございます。 

 それから３２７ページ，歳出でございます。１目は合併処理浄化槽設置整備事業費でございま

すが，主な事項につきましては，１３節委託料でございますが，新たに１００基を設置する工事

に要する測量調査設計委託料を計上してございます。 

 ３２８ページをお開きいただきまして，１５節工事請負費につきましても，同様に新たに１０

０基を設置する工事に要する費用を計上してございます。 

 ２款は公債費でございます。戸別合併処理浄化槽設置整備事業債等の元金と利子を計上するも

のでございます。 

 議案第３０号に移らせていただきます。３３５ページでございます。平成２２年度常陸太田市

簡易水道事業特別会計予算について，平成２２年度常陸太田市簡易水道事業特別会計予算は，次

に定めるところによる。第１条，歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ３億 1,７３４万 3,

０００円と定める。第２条は地方債，第３条が一時借入金。一時借入金の借入額の最高額は 5,０

００万円と定める。平成２２年３月５日提出，市長名。 

 ３４１ページをお開きいただきます。事項別明細歳入でございます。 

 １款１目の負担金でございますが，新規加入者の負担金でございます。 

 ２款使用料及び手数料でありますが，使用料は１億 3,０４４万円を見込んでおります。 

 ５款諸収入の雑入につきましては，道路改良に伴う配水管等布設がえ補償費，消火栓修繕工事

負担金を見込んでおります。 

 次ページの市債につきましては，簡易水道事業債として起債を予定している分でございます。 

 次に，歳出でございます。 

 ３４５ページ，１款３項１目配管費でございますが，１５節の工事請負費につきましては，老

朽管の布設がえ工事と道路改良工事に伴う布設がえ工事でございます。 

 ３４６ページには，公債費を載せてございます。元金と利子の償還金でございます。 

 続きまして，議案第３１号，３５３ページでございます。常陸太田市住宅分譲事業特別会計予

算でございます。第１条，歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ１６１万円 5,０００円と定
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める。第２条，一時借入金ですが，一時借入金の借り入れの最高額は２００万円と定める。平成

２２年３月５日提出，市長名。 

 ３５８ページをお開きいただきます。 

 まず，歳入ですが，財産収入は見込んでおりませんので，繰越金と家庭菜園入園料との雑入の

合計を計上いたしてございます。 

 歳出ですが，一端の事業費のもろもろとしまして，草刈り等業務委託料５０万円，団地内の維

持補修工事４０万円を計上してございます。 

○議長（黒沢義久君） 水道部長。 

〔水道部長 高橋正美君登壇〕 

○水道部長（高橋正美君） 議案第３２号及び議案第３３号について，提案者にかわりご説明申

し上げます。 

 初めに，議案第３２号平成２２年度常陸太田市水道事業会計予算について，別冊の常陸太田市

公営企業会計予算書の３ページをお開きください。 

 第１条が総則でございます。 

 第２条は業務の予定量で，給水件数１万 8,３７６件，年間総給水量５４５万 3,９１６立方メー

トル，これを１日平均給水量にしますと１万 4,９４２立方メートルとなります。主要な建設改良

事業につきましては，７億４７０万 5,０００円を予定しております。 

 第３条，収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定めます。収入につきましては，第１

款の水道事業収益が１０億 8,５８３万 8,０００円でございます。これは，対前年度比 1.４％の

減となります。次に，支出ですが，第１款水道事業費用が１１億８１６万 9,０００円でございま

す。対前年度比 3.７％の増となっております。 

 次のページに参りまして，第４条が資本的収入及び支出の予定額でございます。収入につきま

しては，第１款の資本的収入が４億 5,７６１万円で，対前年度比３7.２％の増となっております。

次に，支出ですが，第１款資本的支出が９億 8,８０１万 3,０００円で，対前年度比 0.１％の増

となっております。なお，資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額，４億 9,６９５万 2,

０００円は，留保資金等で補てんするものといたします。 

 第５条が企業債の定めであります。起債の目的は，水源及び送配水施設建設事業で，限度額を

３億 4,５１５万円と定めます。 

 第６条が一時借入金の限度額で 5,０００万円と定めます。 

 第７条が，予定支出の各項の経費の金額の流用の定めで，営業費用と営業外費用間に限ると定

めるものでございます。 

 第８条は，議会の議決を経なければ流用することのできない経費でございます。 

 第９条が，他会計からの補助金で，補助を受ける金額を１億 4,４６５万 1,０００円であります。 

 第１０条は，棚卸資産購入限度額で，1,５３７万円と定めます。 

 平成２２年３月５日提出，市長名。 

 予算の内容につきましては，予算明細書によりご説明申し上げます。 
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 ２５ページをお開きください。初めに，収益的収入及び支出のうち収入ですが，営業収益の１

目１節水道料金は９億１６４万円を見込んでおります。地区別では，常陸太田地区の給水件数１

万 4,５３５件，６億 5,６８７万 6,０００円，金砂郷地区の給水件数 3,８４１件で，２億 4,４７

６万 4,０００円でございます。 

 次のページに参りまして，営業外収益２目７節の一般会計補助金ですが，常陸太田地区の 1,９

１０万 4,０００円は，未給水区域解消事業の企業債利子補てんのため，金砂郷地区の１億 2,５５

４万 7,０００円は，経営経費に対しての補助で，トータル１億 4,４６５万 1,０００円でござい

ます。 

 次に，２７ページの支出ですが，営業費用１項１目原水及び浄水費は１億 8,６０６万 3,０００

円で，対前年度比 2.３％の減となっております。これは，瑞竜浄水場，金砂郷地区の３浄水場及

び取水施設関連の維持管理の経費を計上したものです。主なものは人件費のほか，１６節の委託

料 3,５７２万 8,０００円，１９節修繕費 3,１４８万 2,０００円，２２節動力費 6,２２９万 5,

０００円などでございます。 

 ２９ページに参りまして，２目送配水及び給水費で１億 8,０４０万 4,０００円は，対前年度比

4.５％の増でございます。これは，送配水ポンプ場，配水管，量水機などの維持管理の費用であ

ります。主に人件費，１６節の委託料 2,１９０万 4,０００円，１９節の修繕費 3,８４８万円，

２２節動力費 1,５０７万 5,０００円などでございます。 

 次に，３１ページをお開きください。４目の総係費１億 5,７４０万 1,０００円は，前年度比２

4.３％の増でございます。これらの費用は，管理的な経費を計上したもので，主なものは人件費

のほか，１６節の委託料 5,００６万 9,０００円，１８節の使用料及び賃借料 1,０１１万 8,００

０円などでございます。 

 ３３ページに参りまして，５目の減価償却費ですが，４億 1,４７３万 4,０００円で，地区別で

申し上げますと，常陸太田地区２億 6,８７４万 6,０００円，金砂郷地区１億 4,５９８万 8,００

０となっております。 

 ３４ページをお開きください。営業外費用２項１目４６節企業債利息で１億 5,３１０万 3,００

０円ですが，常陸太田地区 9,４９８万 5,０００円，金砂郷地区 5,８１１万 8,０００円の計上と

なっております。 

 次に，３５ページの資本的収入及び支出のうち収入ですが，１項１目の企業債は３億 4,５１５

万円で，対前年度比１９％の増であります。本年度は落合取水場築造工事や水道事業統合施設整

備事業等のため借り入れするものです。２項１目の工事負担金 2,９３１万円は，下水道関連，県

土木工事関連などの事業を見込んだものです。３項１目の出資金 8,３１５万円は，水道事業統合

施設整備事業等に合併特例債を活用するもので，一般会計で借り入れたものを出資してもらうも

のです。 

 次に，３６ページをお開きください。支出ですが，１項１目の水源及び浄水施設費１節委託料

で主なものは，新設浄水場設計業務委託など 6,１２０万円，２節工事費では，落合取水場築造工

事２億 2,９５０万円などでございます。２目送配水施設費２節工事費で主なものは，金砂郷地区
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との連絡管新設工事１億 6,５００万円，減圧弁設置工事 1,１００万円，配水管布設がえ６路線等

でございます。３目２０節土地購入費は，落合取水場用地の一部，２０６平米を購入するもので

す。２項１目企業債償還金２億 8,３３０万 8,０００円ですが，常陸太田地区１億 8,３１１万 8,

０００円，金砂郷地区１億１９万円の計上です。 

 なお，７ページから２４ページまで，予算に関する説明書がございますのでごらんいただきた

いと存じます。 

 次に，議案第３３号平成２２年度常陸太田市工業用水道事業会計予算についてご説明申し上げ

ます。３７ページをお開きください。 

 第１条が総則でございます。 

 第２条が業務の予定量で，給水事業所数は４社でございます。年間総給水量は８４万 3,１５０

立方メートルで，これを１日平均給水量にしますと，2,３１０立方メートルでございます。 

 第３条の収益的収入及び支出の予定額ですが，収入については，第１款工業用水道事業収益が

１億１３万 7,０００円，対前年度比 3.７％の減となっております。 

 次に，支出ですが，第１款工業用水道事業費用 8,２７７万 2,０００円で，前年度比 6.９％の

減となっております。 

 ３８ページをお開きください。第４条は，資本的収入及び支出の予定額で，支出については，

第１款資本的支出で 4,２３５万 7,０００円です。前年度比 1.９％の増となっております。なお，

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 4,２３５万 7,０００円は，当年度分の損益勘定留

保資金により補てんするものといたします。 

 第５条が，一時借入金の限度額で 1,０００万円と定めます。 

 第６条が，予定支出の各項の経費の金額の流用の定めで，営業費用と営業外費用間に限るもの

と定めます。 

 第７条は，議会の議決を経なければ流用することのできない経費の定めでございます。 

 第８条の一般会計からこの会計補助を受ける金額を 3,５００万円といたします。 

 平成２２年３月５日提出，市長名。 

 予算の内容につきましては，予算明細書にてご説明申し上げます。 

 ５４ページをお開きください。収益的収入及び支出のうち収入ですが，１項１目１節の水道料

金は 4,７８７万 2,０００円で，前年度比 0.１％減の見込みです。２項２目７節の一般会計補助

金は 3,５００万円で，前年度比 5.４％の減です。なお，補助金の使途につきましては，経営経費

の一部に充当するものです。５目１１節の企業負担金 1,６８６万 3,０００円は，前年比 9.０％

の減です。 

 ５５ページの支出ですが，１項１目の原水及び浄水費 3,０６３万 9,０００円は，浄水場などの

維持管理のための経費を計上したものです。主なものは，１６節委託料，１９節修繕費，２２節

動力費などでございます。 

 ５６ページをお開きください。４目総係費 1,８０６万 2,０００円ですが，前年度比 1.７％の

増となっております。この経費は，人件費などの管理的な経費を計上したものです。 
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 ５７ページに参りまして，５目の減価償却費 2,２８０万 5,０００円は，前年度比 8.１％の減

となっております。２項１目４６節の企業債利息５７４万 4,０００円は，前年度比４2.４％の減

でございます。 

 ５８ページをお開きください。資本的収入及び支出ですが，１項１目企業債償還金 4,２３５万

7,０００円は，前年度比 1.８％の増でございます。 

 なお，３９ページから５３ページまで，予算に関する説明書がございますのでごらんいただき

たいと存じます。 

 以上で，説明を終わります。 

○議長（黒沢義久君） 説明は終わりました。 

            ──────────────────― 

○議長（黒沢義久君） 以上で，本日の議事は議了いたしました。 

 次回は，３月９日，定刻より本会議を開きます。 

 本日は，これにて散会いたします。 

午後２時１５分散会 
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